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序

　平成17年10月1日、熊谷市、大里町、妻沼町の一市二町が合併して、新「熊

谷市」が誕生いたしました。

　新「熊谷市」は、南北約20km、東西約14kmにわたり、面積は137．03k㎡、人口

は19万人を越えることとなり、県北最大の都市として生まれ変わりました。

　新市は、関東平野を縦横に流れる荒川と利根川の2大河川が最も近接する流域

に位置し、平坦な地形に肥沃な大地と豊かな自然が広がっております。

　こうした自然環境のもと、新市内には先人たちによって多くの文化財が営々と

築かれてきました。これらの文化財は、郷土の発展やその過程を物語る証しであ

るとともに、私たちの子孫の繁栄の指標ともなる先人の貴重な足跡であります。

私たちは、こうした文化遺産を継承し、次世代へと伝え、さらに豊かな熊谷市形

成のための礎としていかなければならないと考えております。

　さて、熊谷市では市民が暮らしやすく、生活環境の豊かさを実感できる土地利

用を図ることを目的に土地区画整理事業を進めております。JR高崎線籠原駅南

島に広がる向原中央第二土地区画整理事業もその一つであります。事業地内には

事前の試掘調査により、奈良・平安時代から近世にかけての遺構が確認されまし

た。遺跡の重要性を鑑みて、関係部局と保存に向けて協議を行ってまいりました

が、土地区画整理事業上やむを得ず計画等の変更ができない街路築造工事に関し

ては、記録保存の措置を講ずることとなりました。

　本書は、昭和63年度に発掘調査を行った拾六間後遺跡について報告するもの

であります。遺跡からは主に奈良・平安時代の集落跡が発見され、集落跡が小規

模ながらもほぼ絶えることなく営まれていたことがわかりました。この成果は、

近年深谷市で発見された古代の役所跡と推測される幡羅遺跡を中心とする当地域

の様相を明らかにする上で大変貴重なものといえます。

　本書は、新市として初めて刊行する埋蔵文化財発掘調査報告書となります。本

書が埋蔵文化財保護、学術研究の基礎資料として、また埋蔵文化財の普及・啓発

の資料として広くご活用いただければ幸いと存じます。

　最後になりましたが、発掘調査及び報告書刊行に至るまで、文化財保護法の趣

旨を尊重され、ご理解ご協力を賜りました熊谷市都市整備部都市計画課、土地区

画整理西部事務所、並びに地元関係者には厚くお礼申しあげます。

平成18年3月

熊谷市教育委員会

教育長野原　晃
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1　本書は、埼玉県熊谷市新堀新田字拾六間後4572番地他に所在する拾六間後遺跡（埼玉県遺跡番号

59－059）の発掘調査報告書である。

2　本調査は、熊谷都市計画事業籠原中央第二土地区画整理事業に伴う事前記録保存のための発掘調査

であり、熊谷市教育委員会が実施した。
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　田が行った。陶磁器については秋本太郎、石器の石質鑑定については村松

　た。

8　本書にかかる資料は、熊谷市教育委員会が保管している。

9　本書の作成にあたり、下記の方々及び機関等からご教示、ご協力を賜った。記して感謝申し上げま

す。（敬称略、五十音順）
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　　埼玉県立埋蔵文化財センター　（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団

本事業の組織は、第1章3のとおりである。

発掘調査期間は、昭和63年7月1日から10月22臼までである。

整理・報告書作成期問は、平成17年4月1日から平成18年3月31日までである。

発掘調査は、熊谷市教育委員会金子正之が行い、本書の執筆・編集は、松田　哲が行った。

発掘調査における写真i撮影は金子が、遺物の写真撮影は松田が行った。

出土品の整理及び図版の作成は、稲葉真弓、岩瀬悦子、木村のぶ子、松尾伊津恵の協力を得て、松
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凡 例

本書における挿図指示は、次のとおりである。

1　遺構挿図の縮尺は、次のとおりであるが、それ以外のものは個別に示した。

2

3
4

　調査区全測図…1／600　　住居跡・土坑・集石…1／60

　溝跡断面図…1／40　　　火葬跡…1／20

遺構挿図中のスクリーントーン等は、次のとおりである。

　盟瓢地　山　　　「＝＝焼　土　　　灘＝炭化物

遺構挿図中、断面に添えてある数値は標高を示している。

掘立柱建物跡・溝跡…1／80

醗叢璽一骨片・骨粉

　　遺物挿図の縮尺は、原則として次のとおりであるが、それ以外のものは個別に示した。

　　　土師器・須恵器・灰粕陶器・緑紬陶器・瓦・陶磁器・かわらけ・縄文土器…ユ／4

　　　鉄・銅製品・土製品…1／3　古銭…1／2　石器・石製品…1／3・1／4

　　遺物実測図の表現方法は、以下のとおりである。5

　　　土師器・陶磁器・かわらけ・土製品・石製品・縄文土器・石器断面：白抜き

　　　須恵器断面：黒塗り　　灰紬・緑粕陶器断面：匿董嚢ヨ

　　　鉄製品断面：圃　　瓦断面：悪

　　　須恵器底部調整　回転糸切り　　　α

　　　　　　　　　　　回転ヘラ削り　　＼

　　　　　　　　　　　回転ヘラナデ　　＼

　　遺物拓影図のうち、向かって左に外面、右に内面を示した。6

　　遺物観察表の表現方法は、以下のとおりである。7

　　　法雨の単位はcm、　gである。　Oが付されるものは推定値、現存値を表す。

　　　心土は、土器に含まれる鉱物等を以下の記号で示した。

　　　　A…白色粒子　B…黒色粒子　C…赤色粒子　D…褐色粒子　E…赤褐色粒子

　　　　F…白色針状物質　G…長石　H…石英　1…白雲母　」…黒雲母　K…角閃石

　　　　L…片岩　M…砂粒　N…礫

　　写真図版の遺物縮尺は、すべて任意である。8

　　土層及び土器の色調は、噺版標準土色帖第！4版』（小山正忠・竹原秀雄編著、農林水産省農林水産9

技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所直配監修、日本色研事業株式会社発行　1994）を参

考にした。
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　　　　遺構外　第35図1・2・3・4・5

縄文石器

図版20第9号土坑　第31図8

　　　　遺構外　第35図6・7・8・9・10・11



1 発掘調査の概要

1　調査に至る経過

　熊谷市土地区画整理西部事務所長より、昭和62年9月29日付けで籠原中央第二土地区画整理事業地

内における昭和63年度施行予定区域の埋蔵文化財の所在及び試掘に関する依頼書が提出された。これを

受け、熊谷市教育委員会では、昭和63年2月初旬に事業地内における遺跡の範囲確認調査を実施したと

ころ、奈良・平安時代から近世にかけての集落跡が分布することが確認された。この結果を踏まえ、熊

谷市教育委員会教育長より昭和63年2月22日付けで熊谷市土地区画整理西部事務所長あてに次のよう

に回答した。

　区画整理事業地内には、埋蔵文化財包蔵地（拾六間後遺跡）が所在する。当該地は開発計画予定地か

ら除外し、現状保存することが望ましい。やむを得ず現状変更する場合には、文化財保護法第57条の3

の規定により事前に文化庁長官へ埋蔵文化財発掘通知を提出し、記録保存のための発掘調査を実施する

こと。なお、発掘調査を実施する場合には、事前に当教育委員会及び埼玉県教育委員会と協議すること。

　その後、保存について協議を重ねたが工事計画の変更は不可能であると判断されたため、再度遺跡の

詳細な範囲確認調査を昭和63年4月下旬に実施し、遺構の確認された箇所のみ記録保存の措置を講ずる

こととなった。文化財保護法第57条の3の規定に基づく埋蔵文化財発掘の通知は、熊谷市長より昭和

63年6月21日付け聖教社発議362号で文化庁長官あてに提出された。文化財保護法第98条の2第1項

の規定に基づく発掘調査に関わる熊谷市教育委員会からの通知は、昭和63年6月2！日付け熊教社下消

363号で提出された。そして、文化庁からの指示通知は、平成元年1月18日付け63委保記第2－4764号

であった。

2　発掘調査・報告書作成の経過

（D　発掘調査

　発掘調査は、昭和63年7月1日から10月22日まで行われた。調査面積は2，400㎡である。

　まず、7月初旬から重機による表土除去及び作業員による遺構確認作業を行った。そして、7月下旬

から9月中旬にかけて遺構の発掘及び土層断面図の作成、遺物の取り上げ、写真撮影などの作業を順次

行っていった。9月下旬からは遺構平面図を作成し、10月中旬には調査区の航空写真撮影を行い、現場

におけるすべての作業を終了した。

（2）整理・報告書作成

　整理・報告書作成作業は、平成17年4月から平成18年3月まで実施した。第1四半期は、遺物の洗

浄・注記・接合・復元作業等を行い、併行して遺構の図面整理を行った。第2四半期は、遺物の実測・

トレース、遺構のトレースを開始し、第3四半期には遺構・遺物の版組を作成した。第4四半期に入る

と、遺物の写真撮影を行い、終了したものから順次写真図版の割付け・編集作業、原稿執筆を行った。
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そして、印刷業者選定の後、報告書の印刷に入り、校正を行い

3　発掘調査、整理・報告書刊行の組織

　主体者　熊谷市教育委員会

（1）発掘調査

昭和63年度

教育長

教育次長

社会教育課長

社会教育課長補佐

社会教育課振興係長

　　　　　　　主査

　　　　　　主任

　　　　　　主任

　　　　　　主事

関根幸夫

岡田　　詮

高田普通

小林武夫

北　　俊明

森田博明

米澤ひろみ

金子正之

権田宣行

、3月末日に報告書を刊行した。

（2）整理・報告書刊行

平成17年度

教育長

教育次長

社会教育課長

社会教育課担当副参事

社会教育課長補佐

社会教育面露盤長

社会教育課文化財保護係主幹兼係長

　　　　　　　主査

　　　　　　　主査

　　　　　　　主任

　　　　　　　主事

飯塚誠一郎（平成！7年！2月22日まで）

野原　晃（平成！7年12月23日より）

増田和己

長島泰久

岩本克昌

並木博雄（平成17年9月30日まで）

岩上精純（平成！7年10月1日より）

金子正之

寺社下　博

吉野　　健

松田　　哲

松村　　聡
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H 遺跡の立地と環境

　熊谷市は埼玉県北部に位置する県北最大の市である。平成17年10月！日には、北側に位置する妻沼

町、南東に位置する大里町と合併し、新「熊谷市」として発足したところである。熊谷市は北側で群馬

県との境を利根川が、南側では旧熊谷市と旧大里町との境を荒川がそれぞれ西から南東方向に向って流

れており、両河川が最も近接する地域である。地形的には、市の西側に櫛引台地、荒川を挟んで南側に

は江南台地、北側及び東側には妻沼低地が広がっているが、市の大半は妻沼低地上にある（第1図）。

　櫛引台地は、洪積世に形成された荒川扇状地の左岸一帯の総称で、寄居町の波久礼付近を扇町として

東は熊谷市西部の三ヶ尻付近まで、北東方向へはJR高崎線籠原駅から北へ約2kmの距離にある西別府

付近にまで延びている。標高は約36～54rnで、妻沼低地に向って緩やかに下っていく。また、三ヶ尻

や西別府地区では、台地裾にかつて湧水地が多数あったという。

　櫛引台地の東側には、沖積世に荒川の乱流により新たに形成された新荒川扇状地が広がっている。新

荒川扇状地は、熊谷市の南西に位置する旧川本町（現在、深谷市）の菅沼付近を扇頂として妻沼低地へ

と広がっており、自然堤防や後背湿地が発達している。また、三ヶ尻地区の荒川に面した櫛引台地南東

端には、丘陵地である観音山（標高81m、第3紀層の残丘）があり、台地上からの比高差は約25m、

沖積地からの比高差は約35mを測る。

　今回報告する拾六間後遺跡は、標高約40rnの櫛引台地東端縁辺部に立地している。熊谷市西部の新堀

新田地区に所在し、すぐ西側には深谷市が隣接する。遺跡はJR高崎線籠原基南口から約1．2krnの距離に

あるが、この辺り一帯は関東造盆地運動による地盤の沈降及び河川の氾濫等の影響を受け、ローム層ま

では厚い表土層に覆われており、現地表面から関東ローム層までは深い所で約し5mを測る。そのため、

遺跡の保存状態は比較的良好であった。
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　次に拾六間後遺跡周辺の歴史的環境について概観する。

　旧石器時代は、本遺跡の北口1kmに所在する籠原裏遺跡（16）から出土した黒耀石の尖頭器が唯一の

事例である。その他には、荒川右岸の江南台地上に立地する江南町西原遺跡（116）以外にみられない。

　縄文時代は早期段階まで論る。荒川右岸では多数遺跡がみられるが、本遺跡周辺では櫛引台地北端に

位置する深谷市東方城跡（89）において早期の尖頭器が検出されているのみである。前期になると遺跡

数も次第に増えはじめる。台地上では三ヶ尻遺跡（6）、低地上では寺東遺跡（36）などで集落跡が確

認されている。中期は遺跡数が非常に多くなり、特に中期後半、加曽利E式期のものが多い。前期同様、

台地及び低地上からも集落跡が確認されているが、特に櫛引台地北東端及び台地下の妻沼低地自然堤防

上に集中する。隣接する深谷市でも集落跡が多数確認されているが、自然堤防上にあるものが多い。後

期になると遺跡数は減少するが、中期同様、櫛引台地北東端及び台地下の自然堤防上に立地する。深谷

市内においても台地縁辺部及び台地下の自然堤防上から遺跡が確認されている。晩期はさらに遺跡数が

減少する。地図中には示せなかったが、市内では近年、市東部の低地上に立地する諏訪木遺跡で集落跡

が確認されたが、その他にはみられない。深谷市では低地上にいくつかの遺跡が認められる。上敷免遺

跡（63）では、晩期でも終末の浮線文土器片が多数検出されている。遺構からの検出ではなかったが、

次代へのつながりがみてとれる資料である。

　弥生時代については、東日本初期弥生土器を語る上で非常に重要な資料が出土している。遺跡は、縄

文時代中期以降集落が営まれている櫛引台地北東端部及び台地下の自然堤防上に集中している。

　特筆すべき事項としては、自然堤防上に位置する横問栗遺跡（49）から前期末～中期前半の再葬墓が

！3基確認されたことが挙げられる。再葬墓一括資料は、1999年3月に埼玉県指定になっている。横間

栗遺跡の南東に位置する関下遺跡（48）では、弥生時代中期中頃の竪穴住居跡が確認され、南側に隣接

する石田遺跡（45）からも同時期の遺構と遺物が検出されており、集落跡が広がっているのかもしれな

い。また地図中には示せなかったが、市東部では東日本でも最古段階の環壕集落である池上遺跡やその

墓域とされる行田市小敷田遺跡などがある。深谷市では自然堤防上にいくつか遺跡がみられ、上敷免遺

跡では横間栗遺跡と同時期の再葬墓が確認されている。また包含層からではあるが、県内では初の遠賀

川式土器の壷の胴部片も出土している。

　中期後半以降は、市東部では北島遺跡、前中西遺跡などがみられるが、西部では確認例が少なく、深

谷市では明戸東遺跡（59）など後期の遺跡が自然堤防上にいくつか点在するだけである。

　古墳時代になると、自然堤防上への進出がより活発化する。前期は本遺跡周辺では確認例がやや少な

いが、一本木前遺跡（34）では、90数軒という膨大な数の住居跡の他に、4基の方形周溝墓等も確認

されている。特筆すべき事項としては、2号方形周忌墓の主体部からヒスイ製の勾玉や緑色凝灰岩製の

管玉、人払等が検出されたことが挙げられる。なお、住居跡群と縮毛墓群には若干の時期差が存在し、

集落跡が古く、気心墓群が新しいことが判明している。深谷市では、東川端遺跡（58）をはじめとして

自然堤防上で集落跡、方形周溝墓等が確認されている。中期は、本遺跡周辺では5世紀末の古墳として

市の指定史跡になっている横塚山古墳（J：奈良古墳群）があるのみである。B種横刷毛の埴輪を持つ

帆立貝式前方後円墳であるが、後円部は一部欠損している。磁北東部では、北島遺跡、常光院東遺跡中

条古墳群周辺などで確認例がみられる。後期になると遺跡数が爆発的に増加する。集落跡は大規模になり、
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第1表　周辺遺跡一覧表

Nα　邊　跡　名　　　　　　　　時　　　　　代　　　　　　　Nα　遺　跡 名　　　　　　　　時　　　　　代
熊　谷　市 63 上敷免遺跡 縄文中、弥生中・後、古墳後、奈良・平安
1 拾六間後遺跡 古墳後、奈良・平安、中・近世 64 No．142遺跡 古墳後、奈良・平安
2 樋ノ上遺跡 縄文前・中、古墳後、奈良・平安、中・近世 65 皿沼西遺跡 古墳前、平安
3 東邊跡 平安、中世 66 No．145遺跡 古墳後、奈良・平安

4 黒沢館跡 中世 67 皿沼城跡 中世
5 若松遺跡 中・近世 68 No．！80遺跡 弥生中、古墳後、奈良・平安
6 三ケ尻遺跡 縄文前～後、弥生中、古墳後、奈良・平安、中世 69 深谷城跡 古墳前、平安、中・近世
7 庚申塚遺跡 近世 70 城西遺跡 奈良・平安
8 松原遺跡 中・近世 7！ 八日市遺跡 縄文晩、古墳後、奈良・平安、中・近世

9 社裏北遺跡 中世 72 伝幡羅館跡 中世
！0 社葬遣跡 言説 73 NO．194遺跡 古墳後
！1 社費南遺跡 中世 74 Nα195遺跡 古墳後
12 森遺跡 古墳後 75 NO．25G遺跡 奈良・平安

13 万吉金浦遺跡 縄文中、古墳、平安、近世 76 宮ヶ谷戸遺跡 縄文中、弥生中・後、古墳後、奈良・平安、申・近世

圭4 不ニノ腰遺跡 奈良・平安 77 根岸遺跡 縄文中・後、古墳後、奈良・平安、中・近世
！5 高根遺跡 縄文前、古墳後、平安、中・近世 78 常磐町東遺跡 縄文前・中、古墳後
16 籠原嚢遺跡 旧石器、縄文前・中、古墳後、平安、中・近世 79 NO．199遺跡 縄文中、古墳後、奈良・平安
17 別府三丁園遺跡 奈良・平安 80 NO．198遺跡 平安
18 在家遺跡 古墳後、奈良・平安 81 耳鼻和城跡 中世
19 五反畑遺跡 中世 82 No、200遺跡 古墳後
20 玉井陣屋跡 平安末～中世 83 NO．249遺跡 奈良・平安

21 稲荷木上遺跡 古墳後 84 No．189遺跡 奈良・平安

22 水押下遺跡 古墳後 85 No．190遺跡 古墳後、奈良・平安

23 下河原中遺跡 奈良・平安 86 城下遺跡 縄文中・後、古墳後、平安、中・近世

24 　　　　　　「ｺ河原上遺跡 近世 87 杉町遺跡 縄文中、古墳後、奈良・平安

25 本代遺跡 古墳後、近世 88 No．202遺跡 縄文中、古墳後、奈良・平安

26 新ケ谷戸遺跡 古墳後、奈良・平安 89 東方城跡 縄文早・後、中世

27 稲荷東遺跡 古墳後、奈良・平安 90 NO．203遺跡 奈良・平安、中世

28 奈良氏館跡 平安末～中世 9！ 幡羅遣跡 古墳後、奈良・平安

29 土嚢ケ谷芦遺跡 古墳後、奈良・平安 92 No204遺跡 縄文中・後、古墳後、奈良・平安

30 東通遣跡 古墳後 93 NO．205遺跡 古墳前
31 西通遺跡 古墳後 94 Nα88遺跡 古墳後、奈良・平安

32 横塚遺跡 古墳前、平安 95 Nα87遺跡 縄文後
33 中耕地盤跡 縄文中、古墳前・後、奈良・平安 96 桜ヶ雨霧石遺跡 縄文後
34 一本木前遺跡 古墳前・後、奈良・平安、中・近世 97 No。208遺跡 縄文中、古墳前・後、平安
35 天神下遺跡 古墳前・後、奈良・平安 98 NO，93遺跡 縄文中・後、古墳後、奈良・平安

36 寺東遺跡 縄文前～後 99 NO．94遺跡 縄文中・後
37 別府氏館跡 平安宋～中世 ！00 No．207遺跡 縄文中
38 別府城跡 平安、中世 10！ No．206遺跡 縄文中
39 金鳥遺跡 縄文中、奈良・平安 102 大門遺跡 奈良・平安

40 大竹遺跡 古墳後、奈良・平安 103 鹿島平方裏遺跡 古墳後、奈良・平安
41 西別府館跡 平安末～中世 ！04 山之越遺跡 縄文後
42 西別府廃寺 古墳後、奈良・平安、中・近世 105 舟山遺跡 縄文早～後、中世
43 西方遺跡 奈良・平安、中・近世 106 竹ノ花遺跡 縄文早・前、奈良・平安

44 西別府祭祀遺跡 古墳後、奈良・平安、中・近世 107 荷鞍ケ谷戸正治 縄文後
45 石照遺跡 縄文中・後、弥生中、古墳前 108 猛毒寺廃寺 奈良・平安

46 別府条里遺跡 奈良・平安 江　南　町
47 深町遺跡 縄文中・後、古墳前・後、奈良・平安 109 薪田裏遺跡 古墳後、奈良・平安

48 関下遺跡 縄文中、弥生中、古墳後 ！！0 堀ノ内遺跡 ’古墳後、奈良・平安、中・近世

49 石釜栗遺跡 縄文後、弥生前・中、古墳前・中、奈良・平安、近世 ！！！ 薪屋敷遺跡 吉墳後、奈良・平安、中・近雛

50 根絡遺跡 縄文中、古墳前・後、奈良・平安 112 大林遺跡 古墳後、奈良・平安
51 入川遺跡 縄文後、古墳前・後 113 冨士山遺跡 縄文早～後、弥生後、古墳前、奈良
52 弥藤吾新田遺跡 古墳前・中 U4 姥ヶ沢遺跡 縄文早～後、弥生後、古墳前・後
53 飯塚北遺跡 弥生中、古墳後、奈良・平安 ！15 姥ヶ沢埴輪窯跡 古墳後
54 飯塚遣跡 弥生中、古墳後、奈良・平安 ！16 西原遺跡 旧石器、縄文前～後、奈良・平安

深　谷　市 1！7 北方遺跡 縄文早
55 前遺跡 古墳前、奈良・平安、中世 118 権現坂埴輪窯跡 古墳後
56 清水上遺跡 縄文晩、弥生中、古墳前・後、奈良・平安 ！19 権現坂遺跡 縄文前・中、古墳中・後

57 原遺跡 縄文後・晩、古墳後 ！20 中屋敷遺跡 古墳後、奈良・平安、中・近世

58 東川端遺跡 古墳前・後、奈良・平安 ！21 宮下遺跡 縄文早、古墳後、奈良・平安、中・近世

59 明野東遺跡 縄文中・後、弥生後、古墳後、奈良・平安 122 東原遺跡 縄文早～中、中世
60 新田裏遺跡 古墳中、弥生後、奈良・平安、中世 123 上前原遺跡 縄文早～後
61 新屡敷東遺跡 縄文中、古墳後、奈良・平安 124 宮前遺跡 古墳後、奈良・平安、中・近憧

62 本郷前東遺跡 縄文後、古墳後、奈良・平安 125 宿遺跡 吉墳後、奈良・平安、中・近盤
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第2表周辺古墳群一覧表

還　跡　名No。　粗　　　　　　　　　　　　時　　　　　代　　　　　　　No．　遺　跡　名　　　　　　　　時　　　　　代

熊　谷　市 1 別府古墳群 古墳後

A 三ヶ尻古墳群 古墳後 」 奈良古墳群 古墳中～末

B 広瀬古墳群 古墳末 K 上江袋古墳群 古墳後

C 石原古墳群 古墳後 深　谷　毒

D 村岡古墳群 吉病後
王
’

木の本古墳群 古墳後

E 籠原裏古墳群 古墳末 M 長在家古墳群 古墳末
F 玉井古墳群 古墳後 N 鹿島古墳群 古墳後～末

G 原島古墳群 古墳後 ○ 清水山古墳群 古墳後

H 在家古墳群 古墳末 P 上大塚古墳群 古墳後

自然堤防上にも多数営まれるようになる。そして、これらの集落跡は奈良・平安時代へと継続して営ま

れるものが多い。古墳は群として形成され、多数の古墳群が台地及び自然堤防上に築造されている。荒

川左岸の櫛引台地上には、三ヶ尻古墳群（A）、籠原裏古墳群（E）、在家古墳群（H）、別府古墳群

（1）、深谷市（旧川本町）長在家古墳群（M）、自然堤防上には、広瀬古墳群（B）、石原古墳群（C）、

玉井古墳群（F）、原島古墳群（G）、（旧妻沼町）上江袋古墳群（K）、深谷市木の本古墳群（L）など

があり、荒川右岸の台地上でも埼玉県指定史跡である深谷市（旧川本町）鹿島古墳群、（N）をはじめと

して多数の古墳群が築造されている。また、古墳群の他にも江南町蛯ヶ沢埴輪窯跡（115）、権現坂埴

輪窯跡（118）など埴輪の窯跡もみられるようになる。古墳群は、概ね6世紀から7世紀ないし8世紀

初頭にかけて築造されたが、埴輪をまったく持たない末期の古墳群としては、即発裏古墳群、在家古墳

群、玉井古墳群、広瀬古墳群などがある。

　市内の古墳群で特筆すべきことは、籠原裏古墳群では轡形が八角形を呈する古墳時代末期の八角墳が

検出されたことや、地図中には示せなかったが、市中央部にある肥塚古墳群では埋葬施設に荒川水系の

石材である河原石を使用した古墳と利根川水系の角閃石安山岩を使用した古墳が混在すること、また、

広瀬古墳昼中の宮塚古墳は、上鞍下方墳という特異な形態をしていること（昭和38年に国指定史跡）な

どが挙げられる。特に野原裏古墳群は、後述する深谷市幡羅遺跡（91）や熊谷市西別府廃寺（42）、西

別府祭祀遺跡（44）などといった郡衙及び郡衙と関連があると思われる遺跡と時期的・地理的に近い関

係にあり、注目に値する古墳群といえる。

　律令体制の始まる奈良・平安時代は、本遺跡周辺一帯は武蔵国幡羅郡に属する。幡羅郡は上秦、下秦、

広沢、荏原、幡羅、那珂、目見、余部の八郷からなる中郡であり、熊谷市北部から西部にかけてと深谷

市東部を含む…帯が該当すると考えられている。深谷市幡羅遺跡では、平成13年に郡衙の正倉と推定さ

れる大型建物群が確認され、幡羅郡衙推定地として確認調査が開始されている。その結果、これまでに

20研削の大型正倉建物群や区画大溝などが確認されている。郡庁や館、厨などの施設は未確認であるが、

熊谷市西別府廃寺や西別府祭祀遺跡も含めてこの地域一帯は、当時の中心地だったことが徐々に明らか

になってきている。

　集落跡は前述のとおり、古墳時代後期以降引き続き営まれる遺跡が多く、かつ規模の大きいものが多

い。また本遺跡周辺の集落跡から出土する須恵器は、武蔵国四大窯跡の1つである寄居町末野窯跡産の

ものを多く含む傾向にあり、鳩山町南比企窯跡産を主体とする市内東部の遺跡とは様相が異なっている。

　集落跡以外で注目すべき遺跡としては、前述の西別府廃寺と西別府祭祀遺跡がある。両遺跡は、櫛引

台地北東端の市内北西部西別府地区に所在する。西別府廃寺は、8世紀初頭に創建された県内でも古い
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寺院跡であり、平成2・4年に行われた発掘調査では、瓦溜り状遺構、基壇跡、・溝跡等が検出されてい

る。出土した瓦には9世紀後半まで下るものもみられ、寺院は平安時代まで存続していたと考えられて

いる。西別府祭祀遺跡は、西別府廃寺の北西部の台地縁辺部に位置し、湯殿神社周辺に位置する。神社

裏の湧水部分からは、土師器、須恵器の他に馬形、櫛形、勾玉形、剣形、有線円板等の滑石製模造品が

多数検出され、これらの遺物は水辺での祭祀に用いられたと考えられている。平成4年度におこなわれ

た発掘調査では、古墳時代末から平安時代でも末期に位置づけられる土器群が多数検出されており、平

安時代の終わり頃まで祭祀遺跡として存続していたものと思われる。

　西別府廃寺及び西別府祭祀遺跡と深谷市幡羅遺跡は、時間的・空間的に密接な関係にあったことは明

白であり、今後実施される確認調査によって詳細がさらに判明してくるものと思われる。

　平安時代末から中世にかけては、武蔵七党やその他在地武士団の館跡がみられるようになるが、その

実態は不明なものが多い。東別府地区にある別府城跡（38）は、別府氏の居館で現在も土塁と空堀が一

部残っている。また、拾六間後遺跡の南に位置する三ヶ尻地区では、中世の遺跡や遺構が比較的多く確

認されている。中でも黒沢館跡（4）は、発掘調査の結果、出隅を持ち全周する堀と土塁、虎口跡等が

検出され、渡辺皐山が記した文献『訪鬼録（ほうへいろく）』所収の「黒沢屋敷」と発掘調査成果が一

致するという大変貴重な例である。そして、拾六間後遺跡の南東に所在する樋ノ上遺跡（2）や、さら

にその南側に位置する若松遺跡（5）、熱気北遺跡（9）、社裏遺跡（10）、社裏南遺跡（11）では、埋

葬跡が多数検出されている。深谷市では、皿沼城跡（67）、深谷城跡（69）、上皮和城跡（81）、東方城

跡など城跡が多数確認されている。

　近世については、今回報告する拾六間後遺跡の他にも櫛引台地北東縁辺部に立地する西方遺跡（43）

において墓地群が確認されている。拾六間後遣跡及び西方遺跡をはじめとしていくつか例がみられるが、

中世同様、不明な点が多いというのが実状である。
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m　遺跡の概要

1　調査の方法
　発掘調査は、まず遺構確認面まで重機で掘削し、その後人力による手掘り作業を行っていった。そし

て、各調査区内に一・辺5rnのグリッド方式を用いて全体を網羅できる様にし、調査区北西隅をA－1と

して南へA・B・C…、東へ1・2・3…とし、Aラインは西から東へA－1・A－2・A－3…と呼

称した。Bライン以南もAラインと同様に呼称し、グリッド設定を行った。

　手掘り作業終了後は、遺構ごとに実測、遺物の取り上げ、写真撮影等の作業を順次行っていった。な

お、実測作業を行うにあたってはグリッド交点に設定した杭を基準に水糸による1rn間隔のメッシュを

張り、簡易遣り方による方法で行った。

2　検出された遺構と遺物

　今回報告するのは遺跡範囲北西部にあたるA区についてである（第3図）。当初、拾六間後遺跡は今

回報告する昭和63年度調査区（A区）のみでその遺跡名がつけられていた。そして、A区東側に位置す

るB区はかつて瞠西遺跡」と呼ばれ、旧拾六間後遺跡（A区）とは別の遺跡として登録されていた。

　瞠西遺跡」は平成元年度に調査が実施されたが、旧拾六問注遺跡（A区〉と同じく区画整理に伴う

事前調査として発掘調査が行われた。両遺跡を別々の遺跡とした理由については、事前に行った試掘調

査で両遺跡のほぼ中央を南北に走る道路部分から遺構の検出がみられなかったに因る。しかし、平成16

年度に市内全域の遺跡地図の見直しを行った際、両遺跡の内容について検討を行った結果、二つの遺跡

が同一のものであると判断されたことから「堂西遺跡」（B区）を含める形で新たに拾六間後遺跡とし

て周知化されることとなった。今回報告するのは旧拾六間後遺跡であったA区についてであり、以前

「堂西遺跡」と呼ばれたB区については、次年度以降に報告書を刊行する予定である。

　A区で検出された遺構は、住居跡8軒、掘立柱建物跡2棟、行跡7条、土坑16基、集石1基、火葬跡

！基、ピット群である（第4図）。遺跡の主体となるのは奈良・平安時代の集落跡である。すべての遺

構において時代及び時期を問わず重複関係はみられず、第2区における遺構の検出数が多い。

　住居跡はすべて第2区からの検出である。主に北東端の○～Q－26～29グリッド、中央からやや北

西寄りのF・G－12～14グリッド、北西端のA～C－5～8グリッドの3箇所に集申して位置している。

全形を検出できたものはないが、カマドはすべて東壁にあり、平面プランは長方形のものが多い。時期

は8世紀末から10世紀前半とやや幅がみられるが、小規模ながらもほぼ途切れることなく集落が営まれ

ていたことが確認された。また、各住居跡からは時期を特定し得る遺物が多数検出された。遺物は須恵

器、土師器、灰粕陶器、土製品、鉄製品、石製品などがある。このうち、2号住居跡からは市内及び周

辺ではあまり確認されていない10世紀前半の土器がまとまって検出されており、一括遺物として良好な

資料を得ることができた。

　掘立柱建物跡も第2区からの検出である。2棟ともやや不揃いな感は否めないが、柱筋がほぼ通るこ

とから掘立柱建物跡として報告した。ともに住居跡に隣接して位置するが、調査区の都合上、規模等は

不明である。いずれもほぼ真北方向を向いている。帰属時期は出土遺物及び周辺の住居跡とほぼ同じ軸

であることから、住居跡とほぼ同時期と思われる。
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　溝跡は第2区から2条（6・7号溝）、第3区から2条（1・2号溝）、第4区から3条（3～5号溝）

が検出された。調査区の都合上、いずれも規模等は不明である。5号溝からは須恵器甕、6号溝からは

土師器甕が検出されたが、これらが伴うものかどうかは不明であり、出土遺物のない溝跡も含めて帰属

時期は不明と言わざるを得ない。なお、6号溝は土坑になる可能性もある。

　土坑は全区を通して16基検出された。第1区からは2基（！1・12号土）、第2区からは10基（1～10

号土）、第3区からは4基（13～16号土）が検出された。第4区からは検出されていない。平面プラン

は円形、楕円形等様々である。帰属時期については不明確なものもあるが、概して奈良・平安時代のも

のが多い。なお、帰属時期の不明な土坑は覆土に多量の礫を含む傾向がみられた。性格及び用途は不明

である。3～6号土坑は1号掘立柱建物跡の東側に隣接して位置しており、建物跡と関連する可能性が

ある。7号土坑からは8世紀中頃の土器がまとまって検出され、今回報告する中では最も古い遺構であ

る。9・10号土坑からは近世の陶磁器をはじめとして多数の遺物が検出されたが、いずれも破片であり、

廃棄遺構と思われる。陶磁器片の他に鉄製品や銅製品、古銭なども検出された。13号土坑からは10世

紀前半の土器がややまとまって検出され、2号住居跡同様、…一括遺物として良好な資料である。

　集石は第3区北西端付近から検出された。掘り方はなく、確認面上面の暗褐色土内に広がっていた。

礫はすべて河原石であり、自然石である。礫は小さいものも含めると5．7rn×3。8mの楕円形を呈する範

囲内に広がっていたが、中心部ではやや大きめの礫が列状をなしていた。本遺構の性格及び用途は不明

である。また、出土遺物がないため、帰属時期についてもはっきりしない。

　火葬跡は第1区南東端から検出された。覆土に焼土や炭化物を多量含み、燃焼部西壁は焼土化してい

た。また底面からは炭化物や骨片、骨粉が検出された。棺座となる自然石はみられなかった。

　ピットは第1・2区から検出された。第3・4区からは確認されていない。全区を通して検出された

数は54基である。概して集中して分布する傾向にあるが、規則的に並ぶものはみられない。出土遺物が

少ないため帰属時期は不明なものが多いが、第2区検出のピットの大半は奈良・平安時代の遺構周辺に

位置することから同時代のものの可能性が高い。

　遺構外出土遺物は図示可能なものだけでも138点と多い。時代及び時期を問わず、第2区からの検出

が圧倒的に多く、中でも東側の○～S－26～28グリッドからの検出が目立つ。遺物は縄文時代斗升、

奈良・平安時代、近世のものが検出されている。縄文時代は遺物のみの検出であり、遺構は検出されて

いない。遺物は土器、石器がある。奈良・平安時代の遺物は、須恵器、土師器、灰粕陶器、緑粕陶器、

瓦、土製品、鉄製品、石製品などがあり、遺構外出土遺物のほとんどを占める。遺構からは検出されな

かった緑紬陶器が破片ではあるが一点検出された。近世の遺物は陶磁器、かわらけがある。なお、第

！・3区からも土器片が若干検出されたが、図示可能なものはみられなかった。
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IV 遺構と遺物

1　住居跡

第1号住居跡（第5図）

　第2区○一28・29グリッドに位置する。住居跡のほぼ中央から北向及び西壁の大半が調査区外にあ

る。他の遺構との重複関係はみられない。

　規模は確認できた範囲では長軸4．17rn、短軸2．83rnを測るが、短軸はさらに広がって推定で3．30rn前

後になると思われる。平面プランは南東隅が丸みを帯びているが、ほぼ長方形を呈する。主軸方向は

N－72。一Eを指す。確認面からの深さは最大0．43rnを測る。床面はやや凹凸がみられたが、ほぼ平坦

であった。覆土は三層（6～8層）からなる。全層に焼土粒やローム粒・ブロックを含み、上層の6層

にのみ炭化物もみられた。また、床面中央からカマド前にかけては焼土がまとまって検出された。ほぼ

レンズ状に堆積していたことから、自然堆積と考えられる。

　カマドは東壁ほぼ中央に位置する。壁外へは1．48m張り出す。袖部は明確でないが、北壁のみ掘り残

七気味にやや前にせり出していたことから、南壁も本来は北壁と同じくやや前にせりだしていたと思わ

れる。袖石はみられない。幅は焚口部が推定0．55m、燃焼部と煙道部の境は0．54rn、煙道部先端部は
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一15一



　　　　　　1
でガー7
　　　　　　　　2

＼三三L一／
　　　　　　◎3

憶
興
寝 ノ

　10

8

ソ
ρ

溌
㌧k
コ
眠

9
庇駅5三
　＼，k　／

　　　　　◎4

三三
12

　
1

㌔

1／．

1ノ’

／，
㌧
＼

，
　
＼
「
「
ノ

＼
．
，
㌧

へ
～
〆
，

難＝木質付着蔀分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15

　　1～7・9～12・15・○L＿＿＿＿＿婁1門一3・14・一1㌦8・0一鰹8

　　　　　　　　　　　　　　　　第6図　第1号住居跡出土遺物

030mを測る。焚ロ部から燃焼部まではほぼ平坦であり、燃焼部と煙道部の境には高低差O．10mの緩い

段が設けられていた。煙道部は燃焼部の段から先端に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部底面ほぼ中

央にはピットが設けられていた。径0．10m前後、深さO．09mを測る。カマドの覆土に天井部崩落土は確

認できず、混入物を含む層（9・14層）と含まない層（！0・11・13層）の他に焼土層（12層）が若干

確認されたにとどまる。混入物を含む層のうち、最下層の！4層は、焼土粒・ブロックを多量含んでいた。

　カマド南脇には貯蔵穴が設けられていた。径0．30m前後の不整円形を呈する。深さは不明である。

　壁溝は南壁沿いにのみ確認された。壁からやや離れて走っており、東側では貯蔵穴に接続している。
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第3表　第1号住居跡出土遺物観察表

番号　　爺　　　　口径　　　　　底径叩　種　　　　　　器高　　　　　　胎土　　　　　色　調 焼成 残存率 備　　考

1 須恵器　蓋 一

（2．0） （4．9） ABHILM 淡黄色 C 天井部15％ 末野産。

2 須恵器　杯 （12．4） （2．6）
｝ A8HIL 灰色 A 口～体15％ 末野産。

3 須恵器　杯 　

（1．8） （6．6） ABHJL 黄灰色 B 体～底30％ 末野産。

4 須恵器　郷 一
（Lo） （6．2） AB滋L 灰色 A 底部45％ 末野産。

5 須恵器小型壺 一
（42）

一 AB 灰色 A 胴部40％ 産地不曙。外諏自然親付着。遺講外蕪α55と瞬一魍体。

6 須恵器　甕 一 一 一 ABHL 灰色 B 肩部片 末野産。外面自然紬付着。

7 須恵器　甕 一 一 一 ABHLN 灰色 B 胴下部片 末野産。

8 須恵器　甕 　 一 ｝ ABHL 灰色 B 胴部片 末野産。

9 土師器　杯 12．4 3．1 8．4 ABGHIKM 明赤褐色 B 65％

10 土師器　圷 （12．0） （2．7） （9．6） BHIJ 二色 B 20％

11 土師器　杯 （13．0） （3．4） （9，2） ABEHK 空色 B 25％

12 土師器　甕 （21．0） （6．2）
一 ABCGHIJMN 明赤褐色 B ロ～胴30％

13 刀　子 最大長｝9．6c搬、 最大幅135c鐵、最大厚0．45c臨重量30．6　g。ほぼ完形。恥部木質付着。

14 鉄　渾 巖大長6．15c瓢最大幅6．45c雛、最大厚3．2c醗。重量86．4g。

15 不明石製品 細大長（15。6）c二三大幅！！．4cm、最大厚6．5cm。重量1，390g。 中越砂岩。一部欠。両側面窪み、外面敲打打？有。被熱。

幅は0。20m前後、床面からg）深さは0．05rnを測る。

　ピットは南壁沿いから1つ検出された。南壁中央からやや東寄りに位置し、壁溝に接続している。径

0．45m前後、深さは不明である。用途は不明であるが、その位置からみて柱穴とは考えづらい。

　出土遺物（第6図）は、須恵器蓋（1＞、圷（2～4）、小型壷（5）、甕（6～8）、土師器圷（9～

11）、甕（12）、出子（13）、野郎（14）、不明石製品（i5）がある。5は覆土から、その他は床面直上

からの検出であり、床直出土遺物は住居跡のほぼ全面から検出された。

　須恵器はほとんど末野産である。蓋（1）は、つまみを含む天井部のみの検出である。径からみて圷

蓋か。杯（2～4）は口縁部が外反し、体部は内湾する。底部は回転糸切り痕を残す。全形を知りうる

ものはないが、口径12．5cm、底径6．5cm前後を測るものが主体となるか。5の小型壷は、遺構外出土遺

物第36図55と同一個体である。本住居跡に伴わない可能性も考えられる。外面には自然粕が付着して

いる。6～8は甕iの破片。6は肩部民、7は胴下部片、8は大型甕の胴部中段から下部にかけての破片

である。いずれも外面に叩き目、内面には青海波文がみられた。6のみ外面に自然粕が付着している。

土師器杯（9～11）はロ縁部横ナデ、体部外面には指頭圧痕がみられた。底部は9が平底、10・！1は

残存しないが、やや墨画に近いタイプと思われる。いずれも底部調整はヘラ削りである。甕（12）は口

縁部から胴上部にかけての部位のみ検出された。口縁部は「コ」の字状を呈し、外面には指頭圧痕がみ

られた。13は鉄製品・刀子。ほぼ完形品であり、柄部には木質が一部付着していた。長さ19．6cmと大型

の部類に入る。14は鉄津。欠損箇所はみられない。！5は不明石製品としたが、両側面に窪みを持ち、

外面には三条の敲打したような痕跡がみられ、ほぼ全面被熱していたことから、鉄津の存在とからめて

鉄製品製作工程において使用された道具であろうか。下端を欠く。石質は中粒砂岩である。

　これらの遺物から本住居跡の帰属する時期は、9世紀中頃から後半にかけての時期と思われる。

第2号住居跡（第7図）

　第2区P・Q－27・28グリッドに位置する。他の遺構との重複関係はみられない。

　住居跡の西側半分が調査区外にあるため東西の規模は不明であるが、南北は3．67rnを測る。平面プラ

ンは、1号住居跡と同じく長方形を呈すると思われる。主軸方向はN－75Q－Eを指す。確認面からの深
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16

さは最大0．22rnと比較的浅い。床面はやや凹凸がみられたが、ほぼ平坦であった。覆土はカマドを除け

ば褐色土（1層）一層のみである。ローム粒・ブロックを多量含んでおり、人為的な埋め戻しの可能性

がある。また、カマド前及び南側床面からは遺物に混じって焼土がまとまって検出された。

　カマドは東壁中央からやや南寄りに位置する。壁外への張り出しは0．37mと短く、煙道部を確認面の

都合から欠いてしまった可能性がある。袖部は明確ではないが、両脇の壁が掘り残し気味にやや前にせ

り出していた。袖石はみられない。幅は焚口部が0．78rn、燃焼部は0．60rn、先端は0．18mを測る。焚口

部から燃焼部はほぼ平坦である。先端は鋭角に立ち上がる。カマドの覆土に天井部崩落土は確認できず、

焼土粒や炭化物を含む黒褐色土（2層）が確認されたにとどまる。

　カマド南脇には貯蔵穴が設けられていた。長軸0．55m、短軸0．43m、床面からの深さは0．07mと浅く、

平面プランは楕円形を呈する。ピット及び壁溝は確認されなかった。

　出土遺物（第8・9図）は、須恵器高台付椀（1～6）、鉢（7）、甕（8～14）、灰粕陶器長頸瓶

（15・16）、土師器甕（17～23）、軽石（24）がある。いずれも床面からやや浮いた状態での検出であ
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　　　　　　　　　　　　　　　第9図　第2号住居跡出土遺物（2）

る。遺物は主にカマド内及びその周辺と南側からの検出が多い（第7図下）。

　須恵器供膳具は、高台付椀（1～6）のみ検出された。このうち、3・6は末野産であるが、その他

は酸化焔焼成によるものであり、産地がはっきりしない。その器形や調整技法などから須恵器としたが、

ロクロ土師器ともいえるような中間的な様相を呈しており、焼きが甘い。口径13cm前後、器高5cm程、

底径7cm程を測り、口縁部は外反、体部は内湾し、「ハ」の字に開く短い高台が付くものが主体となる

が、4のみ口縁部が外反しないで体部の内湾からそのまま立ち上がっている。底部はすべて回転糸切り

痕を残す。7は鉢。口縁部から胴上部にかけての破片である。口径に最大径を持つ。内面には輪積痕が

みられた。甕（8～14）はすべて破片での検出である。9・10以外は内外面ともにナデ調整による。
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第4表　第2号住居跡出土遺物観察表

爺　　　　口径　　　　　底径番号　　叩　種　　　　　　器高　　　　　　胎土　　　　　色　調　　　焼成　　残存率　　　　　　　　　備　　考
1 須恵器高台椀 （！2．6） 5．0 7．0 ABEJKM にぶい榿色 C 50％ 産地不明。酸化焔焼成。

2 須恵器高台椀 （12。9） 4．6 7．0 ABDGHJMN にぶい榿色 C 80％ 産地不明。酸化焔焼成。

3 須恵器高台椀 （14．6） （5．3）
一 ABDL 灰色 B 口～体40％ 末野産。

4 須恵器高台椀 （13．o） （5．o）
㎜ ABGH：JMN にぶい褐色 C ロ～体40％ 産地不明。酸化焔焼成。

5 須恵器高台椀 滞

（2．8） 6．0 ABCDHMN にぶい褐色 C 体～高！00 産地不明。酸化焔焼成。
6 須恵器高台椀 ㎜

（2．0） （7．4） ABEGM 灰黄色 C 高台部25％ 末野産。

7 須恵器　鉢 （24，8） （7．4）
m ABL 灰色 B 口～胴25％ 末野産。

8 須恵器　甕 一 一 ABH：L 黄灰色 B 口縁部片 末野産。

9 須恵器　甕 … 一 一 ABL 黄灰色 B 肩部片 末野産。

10 須恵器　甕 備 一 ｝ ABL 灰色 B 胴上部片 末野産。

1！ 須恵器　甕 ㎜ 一 　 ABHL 褐灰色 B 胴下部片 末野産。

12 須恵器　甕 ㎜ 一 ｝ ABD｝IL 外：浅黄　内：黄灰 B 胴下部片 末野産。

13 須恵器　甕 一 ｝ m ABDH 外：灰黄褐　内：灰 B 胴下部片 末野産。

14 須恵器　甕 … 一 幣 ABHL 灰黄色 A 胴下部片 末野産。外面自然紬付着。
15 灰軸長頸瓶 鼎 一 … AB 灰黄色 A 頸部片 産地不明。内外薇恢オリーブ色融薬。

16 灰粕長島瓶 備 一 ｝ ABN 灰白色 B 胴部片 猿投～三三産か。外面上部オリーブ黄色粕薬。

1’7 土師器　甕 22．0 25．5 3．4 ABCGHIJM 明赤褐色 B 70％

18 土師器　甕 2！．8 24．6 3．8 ABEGHJKM にぶい褐色 A 70％

19 土師器　甕 22．8 （9．3）
騨 ABEGIJKM にぶい榿色 B 口～胴70％ ・

20 土師器　甕 （23．0） （10．4）
一 ABCHJKN 榿色 B 口～胴40％

2！ 土師器　甕 （20。2） （23．6）
㎜ ABDEGM にぶい褐色 B 口～胴40駕 外面調整不明瞭。

22 土師器　甕 謄

（8．5） （8．！） ABEHJKN 外褐　内：黒褐 B 胴～底30％ 外面調整不明瞭。
23 土師器　甕 併

（1．7） （4，5） ABCHIKM にぶい赤褐色 B 底部60％
24 軽　石 最大径6．7cm、最大厚3．5cm。重量90g。轡形。

7～14はすべて末野産であるが、他の出土遺物との時期関係をみると流れ込みの可能性が高い。！5・

16は灰粕陶器長門瓶。15は頸部片、16は胴部片である。他の出土遺物との時期関係からみて黒闇90号

窯式併行以降のものと思われる。15は産地不明であるが、胎土が暗い灰色を呈し、やや粗い。内外面に

は灰オリーブ色の野州が施紬されている。16は胎土が白っぽく、細かい。産地は猿投から三河方面か。

外面上部にはオリーブ黄色を呈する粕薬がみられた。土師器甕（17～23）は、すべて口縁部の「コ」

の字が崩れ、器壁が厚手となる。いずれも口縁部が短く、「く」の二二を呈するが、17～20は胴部以下

がつまった倒卵形を呈するの対し、21のみ胴部の張りが弱く、筒状を呈している。また21と22は胴部

外面の調整が他に比べて不明瞭であった。17・18・21の胴部内面には輪丁丁、18の口縁部外面にはヘ

ラによる刻み、19・21の口縁部外面には指頭圧痕がみられた。24は軽石。完形品。なお、図は掲載し

なかったが、北東隅及びカマド前から被熱した大型の自然石が二点検出された。用途は不明である。

　これらの遺物から本住居跡の帰属する時期は、10世紀前半頃と思われる。

第3号住居跡（第10図）

　第2区F・G－13・14グリッドに位置する。北東隅付近及び北壁を含む北側大半が調査区外にある。

他の遺構との重複関係はみられない。

　規模は確認できた範囲では長軸4．28m、短軸4．11rnを測り、ほぼ正方形を呈すると思われる。主軸方

向はN－91Q－Eを指す。確認面からの深さは最大0．44mを測る。床面はやや凹凸がみられた。覆土は三

層（1～3層）からなる。混入物を含む黒褐色土（1・2層）が主体となり、壁際で砂質の黄褐色土

（3層）が確認された。ほぼレンズ状に堆積していたことから、自然堆積と考えられる。

　カマドは東平に二つ設けられていた。カマド1は東壁中央からやや南寄りに位置する。壁外への張り
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第13馨佐居跡

：土懸説曖（AA’BB’）

美黒褐色土：焼土粒、礫倉む。

2黒褐二二：焼二二：・ブロック、羨駕物、礫含む。

3黄褐色吏：砂含む。

4暗褐色土；焼土粒、炭化物、ローム粒：・ブロック含む。

5暗褐色土：ローム粒・ブロック多量、焼土粒、炭化物少量奮む。

6暗褐魚土：焼土多貴含む。

7暗褐魚土：焼土少景含む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第10図
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8褐色：虻：焼土、嶽一ム粒・ブロック含む。

9暗褐魯土：焼±、鷺一ム粒：・ブロック含む。

1G黒掲色土：焼土多量、炭三物、ローム粒・ブ1コック少憂含む。

第3号住居跡

0　　　　　　　　　　　　2m

出しは1．07rnを測る。袖部は明確でないが、両脇の壁がやや前にせり出していた。また、原位置を保っ

てないが、袖石に使用されたと思われる礫が数点検出された。幅は焚口部が0．64m、燃焼部は0．61m、

煙道部の幅は燃焼部との境で0．35m、煙道部先端で0．12rnを測る。焚口部から燃焼部にかけては長軸

0．93rn、短軸0．61m、床面からの深さO．08rnの浅い土坑状を呈し、燃焼部と煙道部の境には高低差0．22

鷺の段が設けられていた。煙道部は燃焼部との段からいったん窪み、先端で鋭角に立ち上がる。覆土に

天井部崩落土は確認できず、混入物を含む暗褐色土ないし褐色土（4～9層）がややランダムな層位で

確認され、最下層の黒褐色を呈する10層では焼土を多量含んでいた。カマド2は南東隅に位置する。壁

外への張り出しは0．81mを測る。煙道部のみの検出である。袖部及び袖石はみられない。幅は壁際で

0・48rn・先端で0・28mを測る・床面との高低差が0．22mあり、先端に向かってやや下りながら緩やかに

立ち上がる。その様相からみて、カマド1との新旧関係はカマド2の方が古い。

　ピットは三つ検出された。ピット1はカマド1の北脇、ピット2・3は南壁沿いから検出された。い

ずれも床面からの深さが浅い。ピット1は貯蔵穴になる可能性がある。ピット2・3はその深さ及び位

置からみて、柱穴とは考えづらい。また、床下土坑と思われる掘り込みがカマド前から一つ検出された。

長軸1．78m、短軸0．98m、床面からの深さは最大0．！8mを測り、いびつな楕円形を呈する。その位置か
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　　　　　　　　　　　　　　　第質図　第3号住居跡遺物出土状況

らみて掘り方の可能性も考えられる。また、南壁では確認面から0．09mの深さで段が形成されており、

テラス状を呈していた。幅は最大0．22mを測る。壁溝は確認さ．れなかった。

　出土遺物（第12図）は、須恵器圷（1～9）、高台付椀（10）、鉢（11）、甕G2～19）、土師器杯

（20～23）、甕（24）、台付甕（25・26）、不明土製品（27）がある。遺物は住居跡のほぼ全面及び全

層から検出されたが、いずれも破片での検出である（第11図）。

　須恵器は末野産がほとんどを占めるが、4・9・16は南比企産である。杯（1～9）は口径12c盤前

後、器高4cm弱、底径6cm前後のものが主体となる。口縁部は外反するもの（2・4）とほぼ直線的な

もの（1・3）があるが、体部はともに内湾する。底部は回転糸切り痕を残す。高台付椀（10）は体部

片一点のみである。11は鉢。口縁部から胴上部にかけての破片である。胴部がやや膨らむ。12～19は

甕。すべて破片である。12は底部。鉢の可能性もある。13～16は肩部片、17～19は胴下部片である。

15・17の外面には自然紬が付着していた。17・19は同一個体である。土師器圷（20～23）は、口縁

部から体部にかけて器形にバラエティがある。底部はいずれも丸底であるが、平底に近い。20・22は

ロ縁部から体部が内湾しながら立ち上がる。20は摩滅が顕著であり、調整は不明である。21は口縁部

と体部の境に稜を有する。調整は口縁部が21・22ともに横ナデであるが、体部は21が横位のヘラ削り、

22は指頭圧痕がみられた。23は底部片。内面に放射状暗文が施されている。甕（24）は口縁部から胴

上部にかけてのみ検出された。口縁部は「コ」の字状を呈し、外面には指頭圧痕がみられた。25・26
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第5表　第3号住居跡出土遺物観察表

番号　　器　種　　　口径　　器高　底径　　　胎土 色　調　　　焼成　　残存率　　　　　　　　　備　　考

／ 須恵器　圷 （12．8） 3．6 （7．4） AEH：JL 褐灰色 B 25％ 末野産。

2 須恵器　杯 （12。4） 3．8 （5．8） ABL 灰色 B 20％ 末野産。

3 須恵器　杯 （11．8） （2，9）
一 ABHL 灰色 B 口～体20％ 末野産。

4 須恵器　杯 （11．6） （3，3）
一 ABFH：IN にぶい赤褐色 A 口～体25％ 南比企産。

5 須恵器　杯 P
（3．1） （6．0） ABCHJN にぶい赤褐色 B 体～底20％ 末野産？

6 須恵器　埣 一

（2。4） 6．6 ABH：ILN 灰白色 C 体～底60％ 末野産。

7 須恵器　杯 一

（2．4） （6．8） ABGIJL 黄褐色 B 体～底25％ 末野産。

8 須恵器　杯 一

（1，4） （6．0） ABGHL 灰白色 B 底部30％ 末野産。

9 須恵器　杯 一

（1．2） 6．6 ABDFHN 暗オリーグ灰色 A 底部80％ 南比企産。
10 須恵器高台椀 ｝

（3．3）
一 BEGIJN 灰黄色 C 体部25％ 末野産。

11 須恵器　鉢 （27．2） （7．8）
“ ABHL 灰色 A 口～胴15％ 末野産。

！2 須恵器　甕 一

（5．9） （！2．2） ABH：L 灰色 B 底部20％ 末野産。

13 須恵器　甕 一 一 一 ABL 灰色 A 肩部活 末野産。

14 須恵器　甕 一 一 一 ABLN 灰色 B 肩骨片 末野産。

15 須恵器　甕 ｝ 一 一 ABDL 灰黄色 B 肩部片 末野産。外面自然的付着。

！6 須恵器　甕 一 ｝ 一 ABDFN 黄灰色 B 肩部片 南比企産。

三7 須恵器　甕 一 一 ｝ Aモ3DHL 灰色 A 胴下部片 末野産。外容自然鶏付着。Nα19と周一翻体。
18 須恵器　甕 　 一 一 AH： 灰色 A 胴下部片 末野産。

19 須恵器　甕 一 一 醜 ABEL 灰色 A 胴下部片 末野産。Nα！7と同一個体。
20 土師器　捧 （13．8） （40） α0．6） A£H∫M にぶい褐色 C 20％ 内外面磨耗顕著、調整不明。

21 土師器　杯 （14．2） （4．0）
一 ABIJKM 榿色 B 口～体30％

22 土師器　杯 （13．2） （2．5）
心 BGH：JM 禮色 B 口縁部20％

23 土鎌器　圷 一
（L5＞ （9．6） ABG王∫M 澄色 B 底部55驚 内爾放射状暗文有。

24 土師器　甕 （22．2） （7．9）
一 ABCJKMN 明赤褐色 B 口～胴20％

25 土師器台付甕 ｝

（4．2）
一 ABCGIJM にぶい赤褐色 B 接合部40％

26 土師器台付甕 一

（3．4） （9．8）

AB£GHKM にぶい赤褐色 B 台部30％

27 不明土製品 最大長（5。3）cm、最大幅（4．9）cm、最大厚（3．35）cm。重量（79．0）g。大半欠。二面平ら。

は台付甕。25は接合部、26は台部である。27は不明土製晶。大半を欠く。角錐状を呈しており、残存

する二面は平らである。野土が粗く、焼きが甘い。用途は不明である。

　これらの遺物から本住居跡の帰属する時期は、9世紀前半から中頃にかけての時期と思われる。

第4号住居跡（第13図）

　第2区B－5・6グリッドに位置する。南東隅付近が調査区外にある。他の遺構との重複関係はない。

　規模は確認できた範囲では長軸4．68rn、短軸3．42mを測り、いびつな長方形を呈する。主軸方向は

N－94㌧Eを指す。確認面からの深さは最大O．47rnを測る。床面はほぼ平坦であった。覆土はややラ

ンダムであるが、ほぼレンズ状を呈することから自然堆積と思われる。ほとんどの層に混入物を含む。

　カマドは東壁中央からやや南寄りに位置する。面外へは0．88rn張り出す。袖部は明確でないが、両脇

の壁がやや前にせり出していた。袖石はみられない。幅は焚口部が0．64rn、燃焼部と煙道部の境で0．43

m、煙道部先端は○．30mを測る。焚口部から燃焼部にかけては長軸0．7！m、短軸0．42m、床面からの深

さ0．11mの土坑状を呈し、燃焼部と煙道部の境には高低差0．13mの段が設けられていた。煙道部は先端

に向かって緩やかに上り、鋭角に立ち上がる。カマドの覆土は図示できなかったが、天井部崩落土は確

認できず、焼土粒や炭化物を含む暗褐色土が確認されたにとどまる。

　ピットは二つ検出された。ピット1はカマド北脇、ピット2は北壁沿いでも北西隅に近い箇所から検

出された。ピット1はカマド脇にあることから、貯蔵穴の可能性もある。径0．25m前後で楕円形を呈す

る。床面からの深さは0．13mと浅い。ピット2は径0．35m前後、床面からの深さは0。09mを測る。上面

からは焼土が検出され、その位置も含めて柱穴とは考えづらい。壁溝は確認されなかった。
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土層説萌（AA’BB’）
圭暗褐色土1焼土鞍、ローム粒多量：、炭化物少量

　　　　　含む。

2暗掲色土：焼土粒、ローム粒含む。

3黒褐色土：ローム粒含む。

4黒魚ゴニ：ロームブロック奮む。

5暗褐色土：ローム粒多量、焼土粒、炭化物少量

　　　　　含む。

§暗褐色土：ローム載・ブロック含む。

7暗褐禽烹：ロームブ鐸ック多量含む。

8褐色土

／

B39、。o B’

魏識焼土

4 3

遡
、

○一浮、6。

第13図　第4号住居跡

第6表　第4号住居跡出土遺物観察表

番号　　器　種　　　口径　器高　　底径　　　胎土　　　　　色　調　　　焼成　　残存率 備　　考
1 須恵器　蓋 一

（3．1） （8．0） ABHL 灰色 B 天井部35％ 末野産。
2 須恵器　蓋 （17，0） （2．8）

一 A8GL 黄灰色 B 日縁部15％ 末野産。
3 須恵器　杯 12．7 4！ 7．0 ABHJM にぶい黄榿色 B 100％ 末野産。

4 須恵器　杯 （12．2） 3．6 （7．2） AI3DGHIM 暗灰黄色 B 35％ 束野産。

5 須恵器　杯 一

（1．1） （8．2） ABFHI 灰白色 B 底部30％ 南比企産。

6 須恵器　杯 一

（1．4） （7．2） ABDH にぶい黄榿色 B 底部30％ 産地不明。外面アバタ状剥離。
7 須恵器　杯 　

（1．4） （6．2） ABCIL 褐灰色 B 底部25％ 末野産。

8 須恵器高台椀 一

（2。4） （8．6） ABCHL 暗灰色 B 高台部50％ 末野産。
9 土師器　杯 （14．8） （3．7） （9．2） BHJ 1登色 B 40％
10 土師器　杯 （13．4） （29）

一 BEHJK にぶい赤褐色 B 40％
11 土師器　杯 （13．0） （2．6）

一 BIIJM 一色 B 25％
12 土師器　甕 20．6 （！6．0）

一 ABEGHJK 赤褐色 B 口～胴50％
13 土師器　甕 （22．8） （13，1＞

一 ABH∫M 燈色 B 口～胴30％
14 土師器　甕 （2L4） （62＞ 一 A王3CHIK 紅色 B 口～胴30驚
15 土師器　甕 一

（9，1） 5．2 ABEHJK にぶい褐色 B 胴～底50％
16 土師器　甕 一

（！3，5） （4．3） ABCIKM 赤褐色 B 胴～底25％
17 土師器　甕 一

（3．3） （5．8） ABHIJN 外：褐　内：明赤褐 B 底部30％
18 ±師器　甕 一

（2，6） （46） ABCGHJM 灰褐色 B 底部30％
｝9 不明石製晶 最大長15．1c盛1、最大幅15．6c狙、最大厚2，9c組。重量1255g。粘板岩。完形。
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第14図　第4号住居跡出土遺物

　出土遺物（第14図）は、須恵器蓋（1・2）、圷（3～7）、高台付椀（8）、土師器杯（9～11）、

甕（12～18）、台石と思われる石製品（19）がある。7・14は覆土から、その他は床面直上から検出

された。丁丁出土遺物は、主にカマド及びその周辺と住居跡ほぼ中央からまとまって検出された。

　須恵器は供膳具のみである。産地は末野産がほとんどを占めるが、5のみ南比企産であり、6は産地
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不明である。蓋（1・2）は二点検出された。ともに径からみて椀蓋か。杯（3～7）は全形を知りう

るものは少ないが、口径12．5cm、器高4cm、底径7．5cm前後のものが主体となる。いずれも器壁が厚く、

口縁部は外反が弱いかほぼ直線的であり、体部は内湾する。底部は回転糸切り痕を残すものと回転糸切

り後外周をヘラで削るものの二者がある。高台付椀（8）は高台部のみの検出である。底部は回転糸切

り痕を残す。土師器杯（9～11）は、口縁部と体部の境に稜を有する器高の高いもの（9）と口縁部か

ら体部にかけて内湾しながら立ち上がる器高の低いもの（10・11）がある。いずれも底部は平底に近

い。甕（12～！8）は、口縁部が「く」の字状を呈するもの（12・14）と「コ」の字に近いもの（13）

がみられた。いずれも口縁部外面に指頭圧痕があり、13にはヘラによる刻みと輪積痕もみられた。16

～18は底部片。19は扁平な形状をしており、台石であろうか。謎謎品。粘板岩。

　これらの遺物から本住居跡の帰属する時期は、8世紀末を中心とした時期と思われる。

第5号住居跡（第15図）

　第2区F・G－12・13グリッドに位置する。検出できたのは、カマド北側のごく一部と北東隅から

北壁にかけてのみであり、大半が調査区外にある。

　規模は不明であるが、北壁は検出できた範囲で5．50mを測る。平面プランはカマドの位置をもとに他

の住居跡を参考にすれば、長方形になろうか。主軸方向はN－104。一Eを指す。確認面からの深さは最
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薩懸＝焼土 0　　　　　　　　　　　　2m

　　　　第15図　第5号住居跡

第5号佐居回

土層説明（AA’）

1表　　土
2灰褐色土：砂質。火山灰含む。

3暗褐色土

4黒褐色土

5掲色土
6暗褐色土：焼土粒、炭化物、ローム粒含む。

？暗蝿色土：焼土、炭化物、ローム短・ブロック含む。

8暗褐色土1焼土、滋一ム粒・ブロック多量、黒色土

　　　　少量含む。
9褐色土：焼土、㍑一ム粒含む。
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第7表　第5号住居跡出土遺物観察表

番号　　器　種　　　口径　　器高　底上　　　胎土　　　　　色　調　　　焼成　　残存率　　　　　　　　　備　　考
1 須恵器　蓋 ｝

（2．1） （8．4） ABEGLN 灰オリーフ’色 C 天井部15％ 末野産。
2 須恵器　杯 （／2．8） 3．65 6．4 AI3EIJL 灰白色 C 40％ 末野産。

3 須恵器　杯 （13．0） 3．8 （8．0） ABHIL 灰白色 C 40％ 末野産。

4 須恵器　圷 （12．2） 3．6 （7．0） ABFH 灰黄色 B 30％ 南比企産。

5 須恵器　杯 （12．8） 3．4 （6．6） ABEF 灰色 A 30％ 南比企産。

6 須恵器　杯 （／2．4） （3．1）
一 ACF 灰色 B 口～体20％ 南比企産。外面ヘラ刻み有。

7 須恵器　杯 牌

（2．4） （7．8＞ AD｛L にぶい黄褐色 B 体～底45％ 末野産。
8 須恵器　杯 一

（L4） 6．0 ABD鐵JL にぶい黄燈色 B 底部60驚 末野産。

9 須恵器　杯 賄

（1、4） 5．6 ABHL 灰色 B 底部90％ 末野産。

10 須恵器　杯 皿

（1．0） 6．4 ABGHL 灰黄色 B 底部90％ 末野産。

11 須恵器　圷 牌

（1．1） （6．0） ABHL 灰色 A 底部50％ 南比企産。
12 須恵器　椀 （！7．2） （5．1） ABH 灰色 B 口～体15％ 末野産？
13 須恵器　壼 （14．4） （3．8）

一 ABEL 灰色 A 口縁部20％ 末野産。
14 須恵器　甕 （7．1） （14．6） ABFGJ 灰黄褐色 B 胴～底30％ 南比企産。
15 須恵器　甕 需 一 一 ABHL 灰白色 B 口縁部片 末野産。

16 須恵器　甕 騨 一 一 ABDGL 灰色 B 胴上部片 末野産。

17 須恵器　甕 糟 一 ｝ ABH 灰色 B 胴部片 末野産。外面上部自然粕付着。

18 須恵器　甕 ｝ 一 AB 灰黄色 B 胴部片 末野産。外面自然粕付着。

！9 須恵器　甕 需 一 一 AFH 暗青灰色 A 胴下部片 南比企産。

20 須恵器　甕 謄 一 一 ABGL 青灰色 A 胴下部片 末野産。

21 須恵器　甕 脚 一 一 AI3EGH 灰色 B 胴下部片 末野産。

22 須恵器　甕 糊 一 ㎜ ABEF 灰色 A 胴下部片 末野産。

23 灰紬長頸瓶 … ｝ 一 AB 外：灰オリーブ　内：灰 A 肩部片 産地不明。外面灰オリーフ“色粕薬。Nα24・25同一個体。

24 灰粕長頸瓶 ” 一 一 AB 外：灰羽一グ　内：灰 A 肩部片 産地不明。外嚢灰糾一ブ色融薬。N（》23・25曙～趨体。

25 灰織長頸瓶 酬 一 一 ABG 外：灰オリーブ　内：灰 A 胴上部片 産麺三不畷。　外1奮灰オ…，一プ色蓑舞薬。　NO．24。25隅一纏i；4本。

26 土師器　杯 （14，0） 44 〈9．0）

ABα君K 主色 B 30％ 外面やや磨耗。

27 ±師器　杯 （13，7） （3．9） （9．9） ADHK 褐色 B 15％

28 土師器　杯 （12，2） （3、0）
一 ABKN 景色 B 口～体30％

29 土師器　杯 （13．8） 3．1 （10．2） 13HJ 明赤褐色 B 25％

30 土師器　圷 鼎 一 一 BGHJK 明赤褐色 B ロ縁部片 内面放射状暗文有。

31 土師器　杯 一 一 皿 ABGH 赤褐色 B 口縁部片 内面放射状暗文有。

32 ±師器　甕 …
（22＞ （45） ABEHIJM 暗赤褐色 B 底部30％

33 ±師器　甕 ㎜ 〈2虜 （48） ABCH∫M にぶい褐色 B 底部40驚
34、 不明鉄製品 簸大長（5。2＞c搬、最大輻α．5＞c鐵、最大厚（0．45）c獄。重量（圭0．6）g。両端欠。

35 砥　石？ 簸大長7．4Cm、最大幅4．6Cm、簸大厚2．1cm。重量130g。チャート。完形。全面平滑、右側面顕著。

36 砥　石？ 巖大長（13．O）cm、最大幅4，4cm、最大厚1．6cm。重量160＄。砂岩。下端欠。全面平滑。

大0．62rnを測る。床面は西側に向かってやや下る傾向にあるが、ほぼ平坦であった。覆土はカマド付近

を除くと焼土粒や炭化物、ローム粒を含む暗褐色土ほぼ一層（6層）である。レンズ状に堆積していた

ことから自然堆積と考えられる。

　カマドは東壁に位置する。北側のごく一部が検出されただけであるため、詳細は不明であるが、確認

できた範囲では、山外へ0．63rn張り出す。カマド覆土に天井部崩落土は確認されず、住居跡の覆土同様、

焼土や炭化物、ローム粒・ブロックなどを含む暗褐色土（7層）が確認されたにすぎない。

　壁溝は北壁のほぼ中央でのみ確認された。幅0．20m前後、深さは0．06m程である。北東隅では床下土

坑と思われる掘り込みが二つ重複して検出された。床下土坑1は、確認できた範囲では長軸1．22m、短

軸1．05mの瓢箪状を呈し、床面からの深さは0．11mを測る。北側では床下土坑2と重複している。また、

南西部上面の調査区との境では焼土がまとまって検出されたが、これはカマドからの流出と思われる。

床下土坑2は長軸1．52m、短軸0．95mの楕円形状を呈し、床面からの深さは0．16mである。1・2とも

に掘り方の可能性も考えられる。ピット、貯蔵穴は確認されなかった。

　出±遺物（第16図）は須恵器蓋（1）、圷（2～11）、椀（12）、壺（13）、甕（14～22）、灰粕陶器
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長言瓶（23～25）、土師器杯（26～31）、甕（32・33）、不明鉄製品（34）、砥石と思われる石製品

（35・36）がある。遺物は検出できた住居跡の範囲内ほぼ全面及び全層から出土したが、概して北東隅

及びその周辺からの検出が多く、かつ破片での検出が多い。

　須恵器は末野産の他に南比企産も若干みられる。蓋（1）は一点のみ検出された。径からみて圷蓋か。

杯（2～11）は口径12．5c盤、器高3．5c醗前後を測るが、底径は75c醗前後のものと6c難前後のものがみら

れた。また、口縁部がやや外反するものとほぼ直線的なものがみられ、体部も内湾するものとほぼ直線

的なものがある。底部は4・5以外回転糸切り痕を残す。椀（12）は口縁部が外反せず、内湾しながら

立ち上がる。高台が付くかは不明である。13は壺。口縁部のみの検出である。甕（14～22）は叩き調

整のもの（15・16・19～22）とナデ調整のもの（14・17・18）がある。17・18の外面には自然紬が

付着している。23～25は灰粕陶器長頸瓶。すべて同…個体である。他の出土遺物との時期関係からみ

て流れ込みの可能性が高い。産地は不明であるが、胎土は灰色でやや細かい。外面には暗オリーブ色の

紬薬が施薬されている。土師器杯（26～31）は、口縁部と体部の境に稜を有する器高の高いもの

（26・27）と口縁部から体部にかけて内湾しながら立ち上がる器高の低いもの（28・29）がある。底

部はすべて平底に近い。また内面に放射状暗文を有する口縁部片（30・31）が二点検出された。甕

（32・33）は底部のみの検出である。34は不明鉄製品。大半を欠く。35・36は全面平滑であることか

ら砥石であろうか。35は特に右側面が顕著であった。石質は35がチャート、36が砂岩である。36は下

端を欠く。

　これらの遺物から本住居跡の帰属する時期は、8世紀末から9世紀初頭にかけての時期と思われる。

第6号住居跡（第17図）

　第2区O－26グリッドに位置する。北東隅付近のみの検出であり、大半は調査区外にある。他の遺構i

　　調　　査　　区　　外
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第6号住居跡出土遺物観察表

第6号住罵跡

土層説明（AA’BB’）
圭表　　血

2灰擾色土：砂質。火山灰含む。

3暗褐色土

4褐色士
5黒褐色土：ローム粒々む。

6暗褐色土：ローム粒愈む。

7黒褐色土ニロームブロック含む。

8黒三色土：ローム二三塗含む。

9黒褐色土

　　　　　　2rハ
　　　　　　　：6G

　　第6号住居跡・出土遺物

へ

0　　　　　　　　　1G餓

一1：鳶

1

番号器種　口径器高底径
1土師器甕（192）（127）

胎土 色　調　　　焼成　　残存商

機色　 B口～胴30％
備　　考
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との重複関係はみられないが、本住居跡の東側には1号土坑が隣接して位置している。新旧関係及び関

連があるかは不明である。

　規模及び平面プランは不明であるが、南北軸方向はN－73。一Eを指すと思われる。確認面からの深さ

は最大0．53mを測る。床面はやや凹凸がみられたが、ほぼ平坦であった。覆土は黒褐色土を主体とし、

ローム粒・ブロックを含む傾向にあった。レンズ状に堆積していたことから自然堆積と考えられる。

　カマド、壁面などは確認されなかったが、調査区との境付近からピットが1つ検出された。調査区境
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第7号倥屡跡

土層説明（AA■B＄’CC’）
1暗褐毯土：焼土粒、炭化物、ローム粒含む。

3黒褐色土1ローム粒・ブロック含む。

喚暗褐魚土：焼土粒、炭化物、ローム粒1属より多く含む。

5暗褐色土：黒三二、焼土粒、ローム粒奮む。

6暗褐色土：ローム粒・ブロック含む。

7暗褐色土：ローム粒多量、焼土粒、炭化物少量含む。

8暗褐色±：焼士粒、炭化物、ローム粒・ブロック含む。

9暗褐色土：

　　　　　量含む。
10暗褐色土：焼土粒多最、焼土ブロック特等含む。

11黒褐儀土：焼土粒禽む。

㌔L鐸

2暗褐色士：焼土粒、撚一ム粒・ブロック多量、炭化物少量含む。

ローム粒多量、焼土粒、撲化物、ロームブロック少
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第18図　第7号住居跡
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での東西幅は0．74mを測り、床面からの深さはO．06rnと浅い。平面プランは不整楕円形を呈すると思わ

れる。その位置から貯蔵穴の可能性も考えられる。

　出土遺物（第17図）は、土師器甕（1）一点のみである。北東隅から検出された。胴下部以下を欠く。

口縁部は「コ」の字が不完全であり、「く」の字状を呈する。外面には指頭圧痕やヘラによる刻みがみ

られた。なお、この他にもピット！西側床面から自然石が数点まとまって検出された。編物石の可能性

が高いが、行方不明のため図示不可能であった。

　出土遺物から本住居跡の帰属する時期は、8世紀末頃を中心とした時期と思われる。

第7号住居跡（第三図）

　第2区B・C－7・8グリッドに位置する。北東隅及び南西隅は調査区外にある。他の遺構との重複

関係はみられない。

　長軸4．59m、短軸2．92mの長方形を呈する。主軸方向はN－88。一Eを指す。確認面からの深さは最大

0．69mを測る。床面はやや凹凸がみられたが、ほぼ平坦であった。覆土は主に上・中層（1・2層）に

焼土粒や炭化物、白一ム粒・ブロックなどを含む暗褐色土、下層（3層）にローム粒・ブロックを含む

黒褐色土がみられた。レンズ状に堆積していたが、中・下層は人為的に埋め戻された可能性が高い。

　カマドは東壁中央からやや南寄りに位置する。壁外への張り出しは0．87rnと短い。袖部は明確でない

が、南壁のみやや前にせり出していた。袖石はみられない。幅は焚口部が0．64rn、燃焼部と煙道部の境

は0．67単、煙道部は0．60m程を測る。焚三部から燃焼部まではほぼ平坦であり、燃焼部と煙道部の境に
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第9表　第7号住居跡出土遺物観察表

番号　　器　種　　　口径　　　　　底径器高　　　　　　胎土　　　　　　　調色　　　　焼成　　残存率　　　　　　　　備　　考

1 須恵器　蓋 （19．1） （2．0）
一 ABL 黄灰色 B 口縁部15％ 末野産。

2 須恵器　杯 （！3，6） 3．95 （7．6） ABHL 灰色 B 20％ 末野産。

3 須恵器　杯 （13．6） （3．9）
｝ ABDF 浅黄色 B 口～体30％ 南比企産。

4 須恵器　圷 （13、2） 3．5 7．4 ABHL 灰色 A 50％ 末野産。

5 須恵器　杯 12．6 3β 6．8 ABHL 黄灰色 B 60％ 末野産。

6 須恵器　杯 （！2．8） 3．15 （7．O） ABFN 灰色 A 15％ 南比企産。

7 須恵器　杯 （！2．4） 3．4 （7．4） ABL 灰色 B 40％ 末野産。

8 須恵器　圷 （1L8） 3．5 （5、5） ABL 灰色 B 20％ 末野産。

9 須恵器　杯 （13．5） （3．5）
一 ABCGL 灰黄色 C 目～体30％ 末野産。

10 須恵器　圷 （1／。8） （3．0）
” ABH［L 黄灰色 B 口～体35％ 末野産。

n 須恵器　杯 α2．2） （3．1＞
一 ABFN 黄灰色 B 口～体30％ 南比企産。

12 須恵器　杯 （12．5） （3．9）
㎜ ABF 灰白色 B ロ～体20％ 南比企産。

13 須恵器　圷 …
（2．7） （6．6） ABDHL 灰色 B 体～底30％ 末野産。

14 須恵器　圷 鼎
（2．1） （7，8） ABH 灰白色 B 体～底15％ 群馬産？

15 須恵器　杯 ㎜
（1．6） （7。4） ABEHIM 灰黄色 C 底部20％ 産地不明。

！6 須恵器　杯 一
（1．6） （7．0） ABGL 灰白色 B 底部25％ 末野産。

17 須恵器　杯 ㎜

（！。7） （7．6） ABEGL 灰白色一 B 底部25％ 末野産。

18 須恵器　圷 隔
（1．6） （6．8） ABL 灰色 B 底部25％ 末野産。

19 須恵器　圷 ㎜
（1．8） （6．4） ABGL 灰色 B 底部20％ 末野産。

20 須恵器　杯 鼎
（1，4） （6，6） ABGL 黄灰色 B 底部40％ 末野産。

2！ 須恵器　杯 ㎜
（1．5） （6．3） ABL 灰色 B 底部30％ 末野産。

22 須恵器　杯 噌
（1．0） （6。8） ABDF 黄灰色 B 底部30％ 南比企産。

23 須恵器　杯 備
（0．65） （6．4） ABF 暗灰色 B 底部25％ 南比企産。

24 須恵器　杯 騰
（O．9） （6．4） ABDHL 灰色 B 底部30％ 末野産。

25 須恵器　椀 （16，4） （4．1）
一 ABFN 灰色 A 口縁部10％ 南比企産。

26 須恵器　椀 （！5．0） （4．5）
一 ABGH 灰白色 B 口～体！5％ 末野産。

27 須恵器　甕 … 一 ｝ ABFM 黄灰色 B 口縁部片 南比企産。

28 須恵器　甕 ㎜ 　 騰 ABFN 暗灰色 B 胴上部長 南比企産。

29 須恵器　甕 榊 一 弾 ABH 黄灰色 B 胴上部片 末野産。

30 須恵器　甕 一 一 一 ABEHL 外：灰　内：燈 B 胴上部片 末野産。
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番号　　器　種　　　口径　　階高　底径　　　底土　　　　　色　調　　　焼成 残存率　　　　　　　　備　　考
31 三三器　甕 一 一 一 ACHL 褐灰色 B 胴下部片 末野産。

32 土師器　杯 14．4 4．5 10．0 BH：IJKM 燈色 B 70％ 内面放射状暗文有。
33 土師器　圷 （12、5） 3．6 （10．8） ABGHJKM にぶい赤褐色 B 40％
34 土師器　杯 （16．2） （4．2） （11．4） ABGHJM 明赤褐色 B 20％ 内面放射状暗文有。
35 土師器　圷 （13．2） （3．6）

一 BH：JM にぶい榿色 B 口～体15％
36 土師器　杯 （14．0） （3．6）

一 ABCGHJK 褐色 B 口～体20％ 内面放射状暗文有。
37 土師器　圷 一

（2．2） （7．6） ABGHK 機色 B 体～底25％ 内面放射状暗文有。
38 土師器　圷 ｝

（1．9） （9．0） ABGHJ にぶい機色 B 体～底30％ 内面放射状暗文有。
39 土師器　杯 一 一 一 BHJK にぶい赤褐色 B 口縁部片 内面放射状暗文有。
40 土師器　杯 一 一 一 BHJ 明赤褐色 B 口縁部片 内面放射状暗文有。
41 土師器　圷 一 一 一 ABHIJ 燈色 B 体部片 内面放射状暗文有。

42 土師器　杯 一 　 一 ABHJM にぶい赤褐色 B 体部片 内面放射状暗文有。

43 土師器　杯 皿 ｝ 　 BGJM 明赤褐色 B 底部片 内面放射状暗文有。

44 土師器　甕 （20．6） （6．4）
一 ABDH∫KM 燈色 B 口～胴エ5％

45 土熱器　甕 （23．2） （5．6）
一 ABCH1∫KM 赤灰色 B 口縁部15驚

46 土師器婁 （19，8） （5．7）
一 ABEG至∫KM 明赤褐魚 B 霞～綱15％

47 土師器　甕 （20。0） （4．7）
一 ABCH：JK 明赤褐色 B 口縁部15％

48 土師器　甕 （19，4） （4，0）
｝ ABCHJK 明赤褐色 B ロ縁部15％

49 土師器小型機 （11，0） （4．2）
一 ABCGJKM 褐色 B 口～胴30％

50 土師器小型甕 （10．2） （5．8）
一 ABDHJKM 灰褐色 B ［コ～胴30％

51 土師器小型獲 （！0。8） （6．4）
一 ABCHJKM にぶい赤褐色 B 口～胴100

52 土師器　甕 一
（10．5） 3．8 ABC｝IJM 明赤褐色 B 胴～底100

53 土師器　甕 ｝
（7．1） 4．8 ABEGIKM にぶい焼色 B 胴～底30％

54 土師器　甕 ｝
（2．6） 4．0 ABEHJKM にぶい褐色 B 底部80％

55 土師器　甕 一
（2．O） （3．8） ACGHIJM 外：赤褐　内：褐灰 B 底部30％

56 土師器　甕 一
（1．4） （4．2） ABCHIJK 灰褐色 B 底部25％

57 土師器　甕 ｝
（1．9） （5．0） ACHIJK 褐灰色 B 底部30％

58 土師器台付甕 ｝
（2．6） （8．8） BEHIJK にぶい縫色 B 遊動20％

59 縄文土器深鉢 一 一 一 ABHIJM にぶい褐色 B 口縁部片 縄文中期後葉・加曽利E式。

は高低差0ユ5mの緩い段が設けられていた。煙道部は燃焼部の段から先端に向かって鋭角に立ち上がる。

カマドの覆土に天井部崩落土は確認できなかったが、住居跡の覆土同様、焼土粒や炭化物、ローム粒・

ブロックなどを含む層の他に中層で焼土粒・ブロックを多量含む層（10層）が確認されたにとどまる。

　貯蔵穴、壁溝は検出されなかったが、床下土坑と思われる掘りこみが南側から三つ並んで検出された。

いずれも平面プランはややいびつな楕円形を呈する。床下土坑1は南壁沿いほぼ中央に位置する。長軸

1．40rn、短軸O，95m、床面からの深さは0．231nを測る。床下土坑2は北西隅に位置する。長軸1．34m、

短軸0．91m、床面からの深さは0．20mを測る。床下土坑3は西岳沿いほぼ中央に位置し、床下土坑1と

2の中間にある。長軸1。25rn、短軸L20m、床面からの深さはO．10rnと浅い。これらは掘り方の可能性

も考えられる。また、床下土坑1の北側立ち上がりでは、ピットが一つ重複して確認された。ピット1

は住居跡中央からやや南寄りに位置する。径0．25m前後、床面からの深さは0。31mを測る。しっかりと

した掘り方ではあるが、その位置から柱穴とは考えづらい。

　出土遺物（第20・21図）は、須恵器蓋（1）、杯（2～24）、椀（25・26）、甕（27～31）、土師器

杯（32～43）、甕（44～48・52～57）、小型甕（49～51）、台付甕（58）がある。また、流れ込みの

遺物として縄文時代中期後葉（59）の土器片も一点検出された。遺物は住居跡ほぼ全面及び全層から検

出されたが、破片での検出が多い（第19図）。

　須恵器は末野産の他に南比企産もみられ、杯には群馬産の可能性があるものもみられた。蓋（！）は

一点のみ検出された。径からみて椀蓋か。圷（2～24）は口径13c蟄、器高3．5cm、底径7cm前後のもの

が主体となる。8～10は口縁部の外反が強く、口径に比して藪下が小さいことなどから流れ込みの可能
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性が高い。底部は群馬産の可能性があるM以外は回転糸切り痕を残す。椀（25・26）はともに高台が

付くか不明である。25は南比企産であり、口縁端部が僅かに外反する。甕（27～31）は、口縁部片の

27以外は叩き調整のもの（28～30）とナデ調整のもの（31）がある。土師器杯（32～43）は、破片

も含めて内面に放射状暗文が施されているものが多い。器形的にはバラエティがあるが、概して身の深

いものが多い。ロ縁部は横ナデ、体部外面から底部にかけてはヘラ削りが施され、口縁部外面に指頭圧

痕のあるものもみられた。甕（44～48・52～57）は、ロ縁部が「く」の謝状を呈するもの（44・45）

と「コ」の字に近いもの（46～48）の二者がある。いずれも口縁部外面には指頭圧痕がみられ、44に

はヘラ刻み、47には輪積痕もみられた。52～57は甕の底部である。49～51は小型であることから台付

甕の可能性が高い。口縁部形態及び調整は甕と同じである。58は台部片。流れ込みである59は、縄文

時代中期後葉の加曽利E式の口縁部片である。横位の太い三線で区画された中にRL単二縄文が施文さ

れている。

　これらの遺物から本住居跡の帰属する時期は、8世紀末から9世紀初頭にかけての時期と思われる。

第8号住居跡（第22図）

　第2区A・B－6・7グリッドに位置する。南西隅付近のみの検出であり、大半が調査区外にある。

他黙認囎藩論方向はN－8プーEを愈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調
指す。確認面からの深さは最大0．52rnを測る。床面はやや

凹凸がみられたが、ほぼ平坦であった。覆土は上層（1層）

が厚く堆積していた。ほぼ全層に焼土粒を含む傾向にあり、

1層にのみ炭化物も含まれていた。レンズ状に堆積してい

たことから自然堆積と考えられる。

　カマド、柱穴、貯蔵穴、ピットは確認されなかったが、

床下土坑と思われる掘り込みが三つ並んで検出された。い

ずれも調査区外に延びているため、規模及び平面プランは

不明である。床下土坑1は最も東側に位置している。床面

からの深さは0．11mと浅い。床下土坑2は1と3の中間に

位置し、北西部で床下土坑3と重複している。新旧関係は

不明である。床面からの深さはα27mを測る。床下土坑3

は西壁寄りに位置する。床面からの深さは0．15rnである。

これらは掘り方の可能性も考えられる。

　出土遺物（第23図）は、須恵器蓋（1～3）、杯（4～

17）、高台付椀（！8）、土師器杯（19～25）、甕（26～28）、

台付甕（29）、不明鉄製品（30）がある。概して東砂沿い

からの検出が多い。

　須恵器は末野産がほとんどを占めるが、8・12のみ南比

床下土坑1
　一れ
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　　　　　　　昌8肇5，
　　　区
　　　　鋤、・廷　　紅炉2
　　　　　　　　0▽　　　　肇ノ・。131

外穏2％7．64・
　　㌔2．5導継・

　　　　　　　床下土坑3
　　　　　　　　　一蓬5

　　　△皇9、80　2　　　　＿△■

5

1

　　　第8馴主鵬跡
　　　土麟説明（AA「）
　　　！暗褐磁土：焼土粒、炭化物含む。

　　　2暗褐色土：焼土粒多量含む。

　　　3黒褐色土：焼土粒少量含む。
　　　荏黒褐儀土：ローム粒・ブロック多量含む。

　　　5黄褐色土：焼土粒含む。

●諏土器　一洋、6。
　　　　第22図　第8号住居跡
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第23図

企産である。蓋（1～3）は、径からみて2は椀蓋、　　　　　　　　　　！は天井部のみであるため

不明である。圷（4～17）は口径13cln、器高3．5cm、今戸6．5cm前後のものが主体となるが、一回り径の

小さいもの（10～12）もみられる。底部はすべて回転糸切り痕を残す。高台付椀（！8）は体部から高

台部にかけてのみ検出された。底部は回転糸切り痕を残す。土師器杯G9～25＞は、やや器高の高い

もの（19～21）と低いもの（22～25）がある。口縁部はいずれも横ナデであり、体部は指頭圧痕と横

第8号住居跡出土遺物

　　　　3は弁蓋と思われる。
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第10表　第8号住居跡出土遺物観察表

番号　　器　種　　　口径　　器高　底径　　　胎土 色　調　　　焼成　　残存率　　　　　　　　備　　考

1 須恵器　蓋 一
（1．4） （5．7） A£3HL 灰白色 B 天井部30％ 末野産。

2 須恵器　蓋 （17，4） （2。6）
｝ ABCG 灰黄色 B 口縁部15％ 末野産。

3 須恵器　蓋 （15．2） （！、8）
一 A王3HL 黄灰色 B ロ縁部20％ 末野産。

4 須恵器　杯 （13．0＞ 3．8 6．8 AB£｝｛L 灰黄色 B 5096 末野産。

5 須恵器　杯 12．3 3．5 6．3 ABCL 灰黄色 A 70驚 末野産。

6 須恵器　杯 、（13由 33 6．2 AEGKL 灰色 B 40％ 宋野産。

7 須恵器　圷 （12．4） 3．5 （6．6） ABL 灰色 B 45％ 末野産。

8 須恵器　杯 （13∠D （3．7）
一 ABFN 黄灰色 B 口～体30％ 南比企産。

9 須恵器　圷 （13．8） （3．3）
　 ABDEHL 禮色 B ロ～体20％ 末野産。

109 須恵器　杯 （11．0） 2．9 （6．4） ABL 灰色 A 30％ 末野産。

11 須恵器　杯 （11．8） （2．7）
皿 ABEHN 灰黄色 B 口～体25％ 末野産。

12 須恵器　杯 （11．6） （3。0）
一 ABDFH 灰白色 B ロ～体15％ 爾比企産。

13 須恵器　杯 一
（2。6） （6．7＞ A蓬3D｝三王JM にぶい喜色 C 体～底25％ 末野産。

14， 須恵器　杯 ｝
（L9＞ （7由 B鷲LM 灰黄色 B 体～底40％ 末野産。外面アバタ状剥離顕著。

15 須恵器　杯 藺
（1，6） 6．3 ABEI｛，M にぶい褐色 B 底部100％ 末野産。

16 須恵器　杯 葡
（0．7） 6．0 ABHL 灰色 A 底部100％ 末野産。

17 須恵器　杯 P
（0．85） （6．2） ABGHL 黄灰色 B 底部50％ 末野産。

18 須恵器高台椀 一
（4．7） 8．2 ABHL 灰色 B 体～高100

19 土師器　杯 12．0 3．8 一 ABH：J にぶい赤褐色 B 90％

20 土師器　圷 （12．2） （3．4）
一 BHJM 三色 B 30％

21 土師器　杯 （13．5） （3．9）
一 ABGIJM 機色 B 20％

22 土師器　杯 （12，2） 2．9 （8。2）

A8猛5K 明赤褐色 B 25驚

23 土師器　埣 （！1．8） ②6） （8．2＞ ABHI 榿色 A 20％

24 土師器　杯 （！2，6） （2．75）
一 A王3HIJM 樫色 B 口～体40％

25 土師器　杯 （13．2） （2．65）
一 BGIJM 三色 B 口～体15％

26 土師器　甕 （18．2） （4。4）
｝ ABDHJM にぶい褐色 B 口縁部20％

27 土師器　甕 （20．8） （25．1）
｝ A8CGIJM にぶい機色 B 口～胴40％

28 土師器　甕 　
（3．6） （3．6） ABDJKM 小色 B 底部20％

29 ±師器台付甕 一
（4．6）

一 ABGHJ 燈色 B 接合部100

30 不明鉄製最 最大長（4．35）cm、 最大幅（1．95）cm、最大厚（0．25）cm。重量（8。9）g。 下部欠。板状、屈曲。

位のヘラ削りのこ者がみられたが、前者の方が多い。19・25コ口縁部にも指頭圧痕が認められた。底

部は22が平底、その他は平底に近い。調整はすべてヘラ削りである。甕（26～28）は、口縁部が「コ」

の字状を呈する。外面には指頭圧痕や輪積痕がみられた。29は台付甕の接合部片。30は不明鉄製品。

下部を欠く。板状を呈するが、中央付近から両側に屈曲している。

　これらの遺物から本住居跡の帰属する時期は、9世紀中頃を中心とした時期と思われる。

2　掘立柱建耳垂

第1号掘立柱建物跡（第24図）

　第2区E・F－12・13グリッドに位置する。土坑及びピットが密集する箇所にあり、不揃いな感は

否めないが、ほぼ柱筋が通ることから掘立柱建物言として報告する。周辺にある土坑やピットが本建物

跡に関連するかどうかはっきりしないが、中でもピット28は西側及び南側柱列の延長線上にあることか

ら伴う可能性もある。ただ、その形態や南側柱列の柱間が等間隔でなくなることなどから、ここでは伴

う可能性があるものとしておきたい。なお、本建物跡内にあるピット27は伴わないと思われるが、新旧

関係については不明である。

　本建物跡の規模は、北東部大半が調査区外にあるため不明である。・検出した状況では2間×2問以上

の側柱建物跡になる可能性があるが、掘り方の配置などからみて南北棟であろうか。主軸方向はN一一

1。一Eを指し、ほぼ東西南北に軸があっている。柱間は、西側がピット！からピット3及び伴う可能
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第11表　第1号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号　　器　種　　　口径 器高　底径　　　胎土　　　　　色　調 焼成　　残存率　　　　　　　　備　　考

1 須恵器　圷 一
（1．0） 6．0 ABFN 灰色 B 底部100％ P1出土。南比企産。

2 須恵器　甕 一 ㎜ 一 AF 灰色 B 肩部片 P4出土。南比企産。外面自然紬付着。

3 須恵器　甕 一 一 一 ABDF 灰色 B 胴下部片 P5出土。南比企産。

4 縄文土器深鉢 一
（2．7） （9．8） AIN 機色 B 底部45％ P3出土。

第12表　第2号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号　　器　種　　　口径　　器高　　底径

1　須恵器　甕
　胎土
ABDGHIL

色　調　　　焼成　　残存率

灰色

備　　考

B　　胴下部片　　P3出土。末野産。

性のあるピット28まで2．10mで等間隔、南側はピット28からピット5まで0．70m、2rn、2rnを測る。

西側柱列については、ピット28を含めるか否かによるが、含めれば柱心が通るし、含めなければピット

1・2が軸線からずれることになる。風穴は径0．44～1．02mとバラツキがみられるが、深さはピット28

以外0．40rn前後を測る。覆土は図示できなかったが、いずれの痴話からも六法は確認されなかった。

　出土遺物は須恵器圷（1）、甕（2・3）があり、この他に流れ込みで縄文土器深鉢（4）がある。

1はピット1、2はピット4、3はピット5、4はピット3からそれぞれ出土した。

　須恵器はすべて南比企産である。1は底部のみ完存する。回転糸切り痕を残す。甕は2が肩部片、3

は胴下部片である。ともにナデ調整による。2の外面には自然粕が付着していた。4は縄文土器深山の

底部である。君子が粗い。文様はみられない。

　本建物跡の帰属する時期は、出土遺物や周辺に位置する住居跡と軸がほぼ一致することなどから集落

跡とほぼ同時期であると考えて奈良・平安時代としておきたい。

第2号掘立柱建物跡（第24図）

　第2区A・B－5・6グリッドに位置する。本建物跡も不揃いな感は否めないものの、ほぼ柱筋が通

ることから掘立柱建物跡として報告する。他の遺構との重複関係はないが、東側には8号住居跡、南側

には4号住居跡が隣接して位置している。

　規模等は不明である。現状では1問×1問の建物であるが・調査区外にさらに延びる可能性もある・

柱問はすべて2rn程を測り、等間隔となっている。主軸方向はN－10Q－Eを指し、ほぼ東西南北に軸

があっている。柱穴はピット1・3・4が径0．60m前後であるが、ピット2のみ一回り小さく0．50m前

後を測る。深さはすべて0．30m前後であり、大差はない。いずれの柱穴からも雨痕は確認されなかった。

　出土遺物は須恵器甕（1）の胴下部片一点のみである。ピット3から出土した。末野産。

　本建物跡の帰属する時期は、1号掘立柱建隠亡と同じく出土遺物や周辺に位置する住居跡と軸がほぼ

一致することなどから集落跡とほぼ同時期と考えて奈良・平安時代としておきたい。

3　溝　跡

第1号溝跡（第25図）

　第3区○・P－13・14グリッドに位置する。調査区外の○一15グリッド付近でほぼ南北方向に走る

2号溝跡と重複する可能性があるが、両者の関係については不明である。

　南西方向から北東方向に走る。両端はともに調査区外に延びているが、北東方向については第2区で
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第25図　第1・2号溝跡

延長線上に溝跡が確認されていないことから、調査区外の範囲内で終息するものと思われる。検出され

た長さは6．30mを測る。幅は0．20～0．42rn、確認面からの深さは北東側で0．35rn、南西側で0．14rnを測

り、南西側から北東側に向かって深くなる。断面形はほぼ逆台形状を呈する。覆土は図示できなかった

が、ローム粒・ブロックを含む黒色土による単一層であり自然堆積と思われる。

　本溝跡からは遺物が検出されなかったため、帰属する時期は不明である。

第2号溝跡（第25図）

　第3区P・Q－15グリッドに位置する。1号溝跡でも述べたが、両者は調査区外で重複する可能性が

あるが、関係については不明である。

　ほぼ南北方向に走る。南北ともに調査区外に延びているが、北側については第2区で延長線上に溝跡

が確認されていないことから、調査区外の範囲内で終息するものと思われる。検出された長さは5．36rn

を測る。幅は1．44～1．78m、深さは断面形が幅広の逆台形状を呈する中央付近では0．！2m程であるが、

北側の調査区境付近では底面がさらに二条の溝跡となっており、最も深い東側で0．23rnを測る。また、

南側でも調査区境付近で底面東側が溝状になっており、最も深い箇所で0ユ5mを測る。覆土は図示でき

なかったが、ロームブロックを含む暗褐色土や黒褐色土が堆積しており、レンズ状に堆積していたこと

から自然堆積と思われる。

　本溝跡も遺物が検出されなかったため、帰属する時期は不明である。

一42一



§
姻
刊
丑
・
船
下
・
叩
ゆ
～
。
っ
駅
　
区
⑩
N
駅

O
寸
二

　
∈
r

u
麟
臨
蓋
　
　
　
O
。
。
二

〇
　
　
　
　
　
　
薮
N

○
麹
痒

蛇
”
酬

羅
9

○

　
　
　
。
轟
劔
臨
く
ー
ロ
”
舶
劇
山
盛
の

。
や
憩
へ
へ
鑓
駆
・
銀
《
一
瓢
”
舶
遡
露
盤
。
鳶

　
　
　
　
（
、
Ω
◎
、
Q
Q
）
欝
寵
縫
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
講
燧
蜘
ゆ
蕪

　
　
制
釦
鰻
麟
例

（
、
く
く
）
懸
縄
腱
刊

　
　
三
三
囎
O
舐

T
ゆ

．
り

、
『

8
、
＆

、
『

8
．
俄
＆

、
『

8
．
①
認

、
頸
　
　
w
8
．
①
翅

℃
遺

綱

r
G
．

し
Xさ

一4，3一

α
・

、
一

N
、

＼

D
幅

　
　
4

、♂

誘
叢
蜘
ぐ
ウ
町

回

講
鍵
蜘
の
～
ぐ
っ
蘇



第3号溝跡（第26図）

　第4区G・H－！グリッドに位置する。南東部には4号溝跡が隣接して併走しており、ともに南側で

5号溝跡に接続している。新旧関係は不明である。

　北東方向から南西方向に走る。検出された長さは4．56rnである。幅は北東部が030rn前後を測り、検

出された長さのちょうど半分あたりから5号墨跡に接続する箇所までは0。60rn前後とやや幅広になる。

確認面からの深さは北東部で0．06rn、南西部で0．13mを測る。断面形は横長の逆台形状を呈する。覆土

は黒褐色土一層（1層）のみである。混入物はみられない。自然堆積と思われる。

　本溝跡からも遺物が検出されなかったため、帰属する時期は不明である。

第4号溝跡（第26図）

　第4区H－1グリッドに位置する。北西部には3号溝跡が隣接して併走しており、ともに南側で5号

溝跡に接続している。新旧関係は不明である。

　3号溝跡同様、北東方向から南西方向に走る。検出された長さは2．24rnと短く、土坑状を呈する。幅

は0．70～0．80mである。確認面からの深さは0．27mを測る。断面形も3号溝跡と同じく・横長の逆台形状

を呈する。覆土は図示できなかったが、ローム粒・ブロックを含む黒褐色土一層であり、自然堆積と思

われる。

　本溝跡も遺物が検出されなかったため、帰属する時期は不明である。

第5号溝跡（第26図）

　第4区H・1－1～4グリッドに位置する。H－1グリッドで3・4号溝跡と接続している。新旧関

第6号溝跡

眺
｝

，
眠

調
査
区
外

Aag、3。　　　　＿ム’

　　　　　　　　　第6号溝跡
　　　　　　　　　土層説瞬　（AA’＞
　　　　　　　　　1黒褐色±：：粘性有。

．｝
＼

、

1撒6

）X＼
，
玉

　
4

㎝
和

第7号溝跡
調’ ｸ　　区　　外

第27図

調　　査　　区　　外

A豊9、10 論’

平醐L＿＿＿＿頚，8。

第6・7号溝跡・出土遺物

第フ丹溝鼠

ニヒ旛説明　（AAノ〉

圭暗褐色土1江一ム粒少量含む。

2暗褐色土1ローム粒多盤含む。

断醜、一曽、4。
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第13表　第5号溝跡出土遺物観察表

番号　　器　種　　　口径　工高　底径　　　胎土

1須恵器甕　　（11）（172）ABDHL
色調　焼成 残存率

灰黄色

　　　　　　　　　　　　備　　考
C　　底部25％　末野産。底部手持ちヘラ削り。

第14表　第6号溝跡出土遺物観察表

番号　　器　種　　　口径　　器高　　底径　　　胎土

！土師器甕（200）（42）

　　　　　　　色　調　　　焼成　　残存率

ABCHJKM　　外褐灰　内赤褐　B　口縁部20％

備　　考

係は不明である。西側は調査区外に延びている。

　北西方向から南東方向にやや蛇行して走っており、1－4グリッドで途切れる。検出された長さは

19．4mである。幅は0．42～1．10mとバラツキがあるが、0．70rn前後が主体となる。確認面からの深さは

北西部で0。27rn、南東部で0．19mを測る。断面形はほぼ逆台形状を呈する。覆土は西側では暗褐色土及

び黒褐色土の二層（2・3層）が確認されたが、東側では3層のみであった。ともにローム粒・ブロッ

クを含んでいた。レンズ状に堆積していたことから、自然堆積と思われる。

　図示可能な遺物は須恵器甕の底部（1）のみである。末野産。底面調整は手持ちによるヘラ削りであ

る。この他にも若干土器片が検出されたが、いずれも小破片であり図示不可能であった。

　図示不可能な遺物も含めて出土した遺物は奈良・平安時代のものであるが、これらが伴うものかはっ

きりしない。よって、本荘跡の帰属する時期は不明である。

第6号州際（第27図）

　第2区U・V－25グリッドに位置する。南側は調査区外にある。他の遺構との重複関係はみられない。

　ほぼ南北方向に走るが、やや南東方向に屈曲している。検出された長さは2．42mと短い。本巻跡南側

の延長線上となるW－25グリッドでは確認されていないことから、土坑になる可能性もある。幅は北端

で0．46m、調査区境付近の最も幅広となる箇所で0．66mを測る。確認面からの深さは0．20mである。断

面形はほぼ逆台形状を呈する。覆土は黒褐色土一層（1層）のみである。混入物はみられず、粘性があ

った。自然堆積と思われる。

　図示可能な遺物は土師器甕の口縁部（1）のみである。「コ」の字状を呈し、外面には指頭圧痕やヘ

ラによる刻みがみられた。この他にも若干土器片が検出されたが、いずれも小破片であり図示不可能で

あった。

　図示不可能な遺物も含めて出土した遺物は奈良・平安時代のものであるが、これらが伴うものかはっ

きりしない。よって、本溝跡の帰属する時期は不明である。

第7号門跡（第27図）

　第2区K－20・21グリッドに位置する。本三跡の南側にはピットが多数分布しており、関連する可

能性がある。

　ほぼ東西方向に走る。東西ともに調査区外に延びているが、西側については第4区で延長線上に溝跡

が確認されていないことから、調査区外の範囲内で終息するものと思われる。検出された長さは6．32m

である。幅は0．72～1mを測るが、0．80m前後が主体となる。確認面からの深さは0．23m程である。断

面形は逆台形ないし舟底状を呈する。覆土はローム粒を含む暗褐色土二層（1・2層）からなる。レン
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ズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　盲溝跡からは遺物が検出されなかったため、帰属する時期は不明である。

4　土坑
　土坑は全区を通して16基（第28～30図）検出された。！区からは2基（！1・12号土）、2区からは

10基（1～10号土）、3区からは4基（13～16号土）が検出され、4区からは検出されていない。各

土坑の規模・平面プラン等については、一覧表（第15表）を参照のこと。

第1号土坑（第28図）

　第2区○・P－26グリッドに位置する。6号住居跡の東側に位置しているが、両者の新旧関係は不明

である。北側一部のみの検出であり、大半が調査区外にある。

　規模は不明であるが、調査区境で検出できた幅は0．89mを測る。平面プランは円形であろうか。立ち

上がりは鋭角であり、底面は西側にやや下っている。確認面からの深さは僅か0．07mしかないが、調査

区境での土層断面では最大0．40rnの掘り込みであったことが確認された。覆土は全層に焼土粒を含み、

最下層（12層）では多量含まれていた。ややランダムな層位であり、自然堆積か人為的な埋め戻しかは

不明である。

　出±遺物（第3！図）は、須恵器甕（1～3）がある。この他にも若干土器片が検出されたが、図示可

能なものは三点のみである。いずれも胴下部片である。末野産。1と2は同一個体である。

　これらの遺物から本土坑の帰属する時期は、奈良・平安時代と思われる。

第2号土坑（第28図）

　第2区G・H－15グリッドに位置する。北側は調査区外にある。他の遺構との重複関係はみられない。

　長軸は不明であるが、検出できた南北幅は3．58rnを測る。短軸は2．78mである。平面プランはいびつ

な楕円形を呈すると思われる。立ち上がりはなだらかであり、底面は舟底状を呈するものの、西側では

さらに一段低くなっており、溝状になっていた。確認面からの深さは最も深い西側溝状部分で0．68mを

測る。覆土のほぼ全層に3～18鐡大の礫を含み、また砂を含む層もみられた。これらの様相から人為的

第15表　土坑一覧表

土坑Nα挿図Nα　　　　位置　　　　　平面形　長（m）短（m）深（m）　　時期　　　覆土　　　　出土遺物　　　　　　備　　考

1号土 第28図 第2区○・P－26G 円形？ （0．89） 0．40 奈良・平安 不明 須恵器
2号土『 第28図 第2区：G・H－15G 楕円形？ （3．58） 2．78 O．68 不明 埋め戻し ” 覆土礫含。

3号土 第28函 第2琵くF謹2G 円形 0．90 0．81 G．53 奈良・平安 不明 須恵器（函示不可能） 場掘立と関連有？

4号± 第28國 第2区£一11・12G 楕円形 0．68 ○．43 0．06 奈良・平安 不明 … 1号掘立と関連有？

5号土 第28図 第2区E－11・12G 円形？ （0．83） 0ユ3 奈良・平安 不明 須恵器 1号掘立と関連有？

6号土 第28図 第2区E－11G 長方形 0．77 0．47 0．30 奈良・平安 不明 幣 1号掘立と関連有？

7号土 第28図 第2区R－28G 不整楕円形 1．44 0．98 O．23 8世紀中頃 自然堆積 須恵器、土師器

8号土 第29図 第2区S・T－27G 楕円形？ 2．77 （1．00） 0．96 不明 埋め戻し 須恵器（流れ込み？） 覆土礫含。

9号土 第29図 第2区S・T25・26G 長方形？ （3．14） 1．52 0．24 近世 埋め戻し 陶磁器、鉄・銅製品、石器 廃棄遺構

10号土 第29図 第2区：T－25・26G 長方形？ （2．72） 238 0．25 近世 埋め戻し 陶磁器、銅製品、古銭 廃棄遺構

11号土 第29図 第1区Z－29G 円形？ （1．26） 0．05 不明 埋め戻し 湘 覆土礫含。

12号土 第29図 第1区Y－29G 長方形？ （！．52）（1．24） 0．42 不明 埋め戻し 酬 覆土礫含。

13号土 第30函 第鐙ζS－20G 円形 0．83 0．55 10滋紀前半 不明 須恵器、土師器

14油土 第30図 第3区S－20G 三角形 1．13 0．78 0．18 10世紀前半 不明 土師器

15号土 第30図 第3区R－18G 楕円形 2．30 1．03 0．50 不明 埋め戻し ｝ 覆土礫含。

16号土 第30図 第3区：R－16・17G 楕円形？ （1．38）
一 0．42 不明 埋め戻し 闇 覆土三三。
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第1暑土坑

止藤説明（AA7）

1袋　　土
2暗褐色土：砂質。

3暗褐色土

婆褐色土
5黒褐色土：揮一ム癒含む。

6褐魚土
7黒褐色土：焼土粒含む。

8黒褐色土＝ローム粒多量含む。

9暗褐色土1ローム粒含む。

10暗褐色土；焼土粒少紫含む。

H黒褐色土：焼土粒、ローム粒少量含む。

12褐＆土1焼土粒多量含む。

第2一山鼠坑

土層説明（AA■＞
1黒褐色＝ヒ：砂、礫多量含む。

2暗褐畿土1礫少量含む。

3暗褐蝕土：礫少量含む。しまり有。

4黄褐磁土：礫多量含む。しまり有。

5暗褐＆土：砂、礫多量含む。

6暗褐黙黙1しまり無。

7褐・色土：しまり無。

8黒褐色ヒ：砂、礫多量含む。
9日音褐｛隻」二豊二：砂、礫多量含む。

！0暗褐色土：礫少量含む。

猛黒褐魚土：礫少量含む。

鴛黄褐＆土：黒褐魯土含む。

第4号土坑
土層説明（AA’）

1黒褐色土：焼土粒、 ロームブロック含む。

第5暑土坑

土燈説明（AA1）
1黒褐色±；焼土粒含む。

第6号土坑

烹屡説明（AA’）

1暗褐色土：焼土粒會む。

2黒褐色＝ヒ：焼土粒倉む。

第7号土坑
二圭二穰言多重彗F垂　　（A　A’　　）

工黒褐色±：焼土粒多量含む。

2暗褐色±：

0　　　　　　　　　　　　2艶

第28図　第1～7号土坑
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に埋め戻されたと思われる。なお、礫は土坑外にも広がっていた。本遺構の性格及び用途は不明である。

本土坑からは遺物が検出されなかったため、帰属する時期は不明である。

第3号土坑（第28図）

　第2区F－12グリッドに位置する。他の遺構との重複関係はみられないが、本土坑東側には1号掘立

柱建物跡、また周辺には他の土坑やピットが位置しており、これらの遺構と関連する可能性がある。

　長軸0．90m、短軸0．81mの円形を呈する。立ち上がりは鋭角であり、底面はほぼ平坦である。確認面

からの深さは最大0．53mを測る。覆土は図示できなかったが、上層にローム粒を含む暗褐色土、下層に

は焼土粒とローム粒を含む黒褐色土が堆積していた。自然堆積か人為的な埋め戻しかは不明である。

　遺物は須恵器の破片が少量検出されたが、図示不可能であった。

　本土坑の帰属する時期は、出土遺物及び周辺の遺構との関係からみて奈良・平安時代と思われる。

第4号土坑（第28図）

　第2区画－11・12グリッドに位置する。3号土坑同様、本土坑東側に1号掘立柱建物書、周辺には

他の土坑やピットが位置しており、これらの遺構と関連する可能性がある。

　長軸0．68m、短軸0．43mの楕円形を呈する。立ち上がりはなだらかであり、底面はほぼ平坦である。

確認面からの深さは0．06mと浅い。覆土は焼土粒とロームブロックを含む黒褐色土一層（1層）のみで

ある。自然堆積か人為的な埋め戻しかは不明である。

　本土坑からは遺物が検出されなかったが、周辺の遺構との関係からみて帰属時期は奈良・平安時代と

思われる。

第5号土坑（第28図）

　第2区E－11・！2試合ッドに位置する。北東部は調査区外にある。本土坑も東側に1号掘立柱建物

跡、周辺には他の土坑やピットが位置しており、これらの遺構と関連する可能性がある。

　規模は不明であるが、調査区境で検出できた幅は0．83mを測る。平面プランは円形であろうか。立ち

上がりはなだらかであり、底面は土坑底面中央と思われる調査区境付近が窪んでいることから、やや播

鉢状を呈すると思われる。確認面からの深さは最大0ユ3mを測る。覆土は焼土粒を含む黒褐色土…層

（1層）である。自然堆積か人為的な埋め戻しかは不明である。

　出土遺物（第31図）は、須恵器甕の胴部片（1）一点のみである。末野産。ナデ調整による。

　本土坑の帰属する時期は、出土遺物及び周辺の遺構との関係からみて奈良・平安時代と思われる。

第6号土坑（第28図）

　第2区E－11グリッドに位置する。本土坑も東側に1号掘立柱建物跡、周辺には他の土坑やピットが

位置しており、これらの遺構と関連する可能性がある。

　長軸0．77rn、短軸0．47mの長方形を呈する。立ち上がりはほぼ垂直であり、底面はほぼ平坦である。

確認面からの深さは030mを測る。覆土は色調の異なる二層（1・2層〉が確認されたが、ともに焼土
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粒を含んでいた。自然堆積か人為的な埋め戻しかは不明である。

　本土坑も遺物は検出されなかったが、周辺の遺構との関係からみて帰属時期は奈良・平安時代と思わ

れる。

第7号土坑（第28図）

　第2区R－28グリッドに位置する。他の遺構との重複関係はみられない。

　長軸1．44m、短軸0、98rnの不整楕円形を呈する。立ち上がりはほぼ垂直ないし鋭角であり、底面はほ

ぼ平坦である。確認面からの深さはα23mを測る。覆土はレンズ状に堆積していたことから自然堆積と

思われる。1層からは多量の焼土粒の他に土器がまとまって検出された。

　出土遺物（第31図）は、須恵器圷（1）、甕（2）、土師器甕（3・4）がある。1は南比企産。底部

は回転糸切り後外周をヘラで削っている。2は胴上部門。末野産。外面は叩き目、内面には青海波文が

みられた。3は底部を欠くが、残存状態は良好である。口縁部は「く」の字状を呈し、外面には指頭圧

痕がみられた。4は底部。3とは同一個体でない。

　これらの遺物から本土坑の帰属する時期は、8世紀中頃を中心した時期と思われる。

第8号土坑（第29図）

　第2区S・T－27グリッドに位置する。東側は調査区外にある。他の遺構との重複関係はみられない。

　長軸2．77m、短軸は不明であるが、検出できた東西幅は1nユを測る。平面プランは楕円形を呈すると

思われる。立ち上がりは鋭角であり、底面は北側が南側に比べて若干低くなっている。確認面からの深

さは北側の最も深い部分で0．96mを測る。覆土は上層から中層にかけて2～10c蟄大の礫を含んでおり、

砂を含む層もみられた。ほぼレンズ状に堆積していたが、礫を含む状況から上～中層は一部人為的に埋

め戻されたと思われる。

　図示可能な遺物（第31図）は須恵器高台付椀（1）のみである。末野産。高台部を欠く。口縁部は外

反するがやや弱い。この他にも若干土器片が検出されたが、いずれも小破片であり図示不可能であった。

　図示不可能な遺物も含めて出土した遺物は奈良・平安時代のものであるが、これらが伴うものかはは

っきりしない。よって、本土坑の帰属する時期は不明である。

第9号土坑（第29図）

　第2区S・T－25・26グリッドに位置する。本土坑の南側には隣接して10号土坑が位置しているが、

重複関係はみられない。西端は調査区外にある。

　長軸は不明であるが、検出できた東西幅は3．14mを測る。短軸は1．52rnである。平面プランはやや丸

味を帯びた長方形になろうか。立ち上がりはなだらかであり、底面はやや凹凸がみられたが、ほぼ平坦

であった。確認面からの深さは最大O．24mである。覆土は一部レンズ状に堆積していたが、人為的に埋

め戻されたと思われる。1層には焼土粒や炭化物、ローム粒、2層には火山灰が含まれていた。また、

底面南西部では遺物に混じって焼土がまとまって検出された。

　出土遺物（第31図）は、磁器碗（1～3）、陶器小皿（4）、碗（5）、鉄釘（6）、不明銅製品（7）
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第8号土航

土層説明（AA’＞

1表　　土
2褐色土：酸化鉄多量含む。

3丁目土
星黒褐色土

5黒褐色土用一ムブロック含む。

6黄褐色土：礫多量含む。

7褐魚土：砂、礫少量含む。

8黄褐色土1礫少量含む。6層よ
　　　　　　り暗い。

9黄褐色＝と：砂奮む。

10暗褐色土：礫少量含む。

11暗褐色土

12暗褐色土：砂、礫多量含む。

13黒褐色土
14黒褐色土：礫多羅含む。

15黄褐色土：礫少簸含む。

16黒褐色土

17黄褐壺土

第9・栂畢土坑
ニヒ層言葵…明　　（A　Aダ　　B　Eき’　　C　C’　　）

1暗褐色土：焼土粒、炭化物、臓

　　　　　一ム粒含む。

2褐色土：火山灰含む。

3黄褐蝕土
4褐魚＝熱火由灰含む。

第罰号土坑

止層説明（AA’）

1暗褐色土：礫含む。

獺2暑土貌

土屡説競（AA’BB’）
1黒褐色土：礫多量含む。

2黒色土：砂、礫多量含む。

3暗褐色h：礫少量含む。

4暗掲色土：砂多量、礫少量含む。

0　　　　　　　　　　　　　2m

第29図　第8～蓬2号土坑
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があり、この他に流れ込みで縄文時代の打製石斧（8）も検出された。概して遺物は南西部からの検出

が多いが、陶磁器は小破片が多く、図示できたのは五点のみである。

　磁器碗（1～3）はすべて肥前系の染付である。破片であるため文様は定かではないが、1は草文、

2は草花文であろうか。3は斜格子文である。陶器小皿（4）・碗（5）は瀬戸・美濃系である。4は

鉄紬、5は丁零がかかっている。6は鉄製の先端部分である。7は不明銅製品としたが、とぐろを巻い

ており、針金状を呈している。両先端の断面形は平らである。流れ込みである8は、縄文時代の打製石

斧。短冊形を呈する5片面には自然面を残す。雪形品。石質は凝灰岩である。

　これらの遺物から本土坑の帰属する時期は近世であり、遺物の出土状況から廃棄遺構と思われる。

第10号土坑（第29図）

　第2区T－25・26グリッドに位置する。本土坑の北側には隣i接して9号土坑が位置しているが、重

複関係はみられない。9号土坑同様、西端は調査区外にある。

　長軸は不明であるが、検出できた東西幅は2．72mを測る。短軸は2．38mである。平面プランはいびつ

な長方形であろうか。立ち上がりはなだらかであり、底面はやや凹凸がみられたが、ほぼ平坦であった。

確認面からの深さは最大0．25rnである。覆土は上層に黄褐色土（3層）が若干みられた以外は褐色土

（4層）ほぼ一層である。9号土坑同様、人為的な埋め戻しと思われる。4層には火山灰が含まれてい

た。

　出土遺物（第31図）は、磁器碗（1～3）、陶器碗（4・6）、鉢（5）、煙管（7）、古銭（8）があ

る。遺物は北側を除くほぼ全面から検出された。9号土坑同様、陶磁器は小破片が多く、図示できたの

は六点のみである。また、自然石も遺物に混じって数点検出された。

　磁器碗（1～3）は肥前系の染付である。破片であるため文様は定かではないが、1・2は草花文で

あろうか。陶器碗（4・6）・鉢（5）は瀬戸・美濃系である。4は内面に鉄紬、外面に鉄紬及び透明

粕、5は灰粕、6は鉄粕が至純されている。7は銅製の煙管。潮型部がつぶれているが、完形品である。

8は古銭。大半を欠くため銭名は不明であるが、厚さからみて寛永通宝であろう。

　これらの遺物から本土坑の帰属する時期は近世であり、9号土坑と同じく廃棄遺構と思われる。

第11号土坑（第29図）

　第1区Z－29グリッドに位置する。北側は調査区外にある。他の遺構との重複関係はみられない。

　正確な規模は不明であるが、東西幅は1．26mを測る。平面プランは円形になろうか。立ち上がりはな

だらかである。底面はやや凹凸がみられたが、ほぼ平坦であった。確認面からの深さは0．05mと浅い。

覆土は暗褐色土一層（1層）のみであり、上面に礫を含んでいた。礫の大きさは2～10cm程である。そ

の状況から人為的に埋め戻されたと思われる。

　本土坑からは遺物が検出されなかったため、帰属する時期は不明である。

第12号土坑（第29図）

　第1区Y－29グリッドに位置する。西側立ち上がりのごく一部と北側は調査区外にある。他の遺構と
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第二・糾号土坑
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第佑号土坑

　調査区外△　　　　　　　△＝
の
　
γ

贈
ぴ
9撚

肇

△丑9．40
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第15号土坑

土層説閣（AA’）

1暗褐色：と；礫多量含む。

2暗褐色±：

趣940 」ミ’

A旦9，20 熟’

　　り　　　　　　　　　り

．顯癖

39，20△

第16弩：：ヒ坑

土層言党明　　（AAダ　）

1表　　土
2灰褐色ニヒ：砂質。火山灰含む。

3黒褐色土：しまり有。

婆黒褐色土：ロームブロック含む。

5褐色土
6灰褐色土：火山灰含む。

7暗褐色土：礫多量含む。

第30図　第13～16号土坑

0　　　　　　　　　　　　2m

の重複関係はみられない。

　規模は不明であるが、検出できた南北幅は1．52rn、東西幅は1．24rnである。平面プランはいびつな長

方形になろうか。立ち上がりは鋭角であり、底面は南西部が土坑状を呈する以外はほぼ平坦であった。

確認面からの深さは土坑状を呈する最も深い所で0．42rnを測る。覆土は土坑状を呈する箇所を中心に1

～14cm程の礫が多量含まれており、下層の2・4層では砂もみられた。その状況から人為的に埋め戻さ

れたと思われる。

　本土坑からは遺物が検出されなかったため、帰属する時期は不明である。

第13号土坑（第30図）

　第3区S－20グリッドに位置する。北東部には隣接して14号土坑が位置しているが、関連があるか

は不明である。他の遺構との重複関係はみられない。

　径0．83m、確認面からの深さは0．55rnを測る。平面プランは円形を呈する。立ち上がりはほぼ垂直で

あり、底面は平坦であった。覆土は図示できなかったが、焼土粒や炭化物を含む黒褐色土一層であった。

自然堆積か人為的な埋め戻しかは不明である。

　出土遺物（第32図）は、須恵器高台付椀（1・2）、甕（εう、土師器鉢（4）がある。これらは底面

近くからまとまって検出された。

　須恵器高台付椀（1・2）は酸化焔焼成によるものであり、焼きが甘い。ともに末野産である。胎土

観察から同一個体ではない。甕（3）は胴下部から底部にかけてのみ検出されたが、残存状態は良好で

ある。末野産。内外面にナデ調整後の指頭圧痕がみられた。底面の調整は手持ちによるヘラ削りである。

土師器鉢（4）は口縁部が未調整に近く、いびつで波打っている。焼きは良好で、器壁が厚い。

　これらの遺物から本土坑の帰属する時期は、10世紀前半頃と思われる。
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第32図　土坑（2）・ピット出土遺物

第16表　土坑出土遺物観察表

番号　出土遺構　　器　種　　　ロ径　器高　底径　　胎土　　　　色　調　　焼成　　残存率　　　　　　　　備　　考
1－1 1号土坑 須恵器　甕 一 噛 一 AB｝｛G にぶい黄鐙色 B 胴下部片 末野産。1号土Nα2と同一個体。
1－2 1丹土坑 須恵器　甕 一 P 一 ABGHJL 灰黄色 B 胴下部片 末野産。1号土Nα1と同一個体。
1－3 1号土坑 須恵器　甕 皿 一 一 ABGL 灰白色 B 胴下部片 末野産。
5－1 5号土坑 須恵器　甕 一 幽 ｝ AB 青灰色 B 胴部片 末野産。

7－1 7号土坑 須恵器　圷 14．0 4．0 8．9 ABFHI にぶい黄榿色 B 85％ 南比企産。

7－2 7号土坑 須恵器　甕 一 帽 一 ABL 灰色 B 胴上部片 末野産。
7－3 7号土坑 土師器　甕 20．0 （19．8） 一 ABEH∫K 榿色 B 口～胴80％
7－4 7号土坑 土師器　甕 ㎜

（2．7） （5．0） ABDGJKM にぶい褐色 B 底部30％
8－1 8号土坑 須恵器高台椀 （14．4） （6．O）

一 AB 灰白色 B 口～体！5％ 末野産。
9－1 9号土坑 磁器　碗 （10、6） （4．2）

一
一 灰白色 一 口～体25％ 肥前系。

9－2 9号土坑 磁器　碗 一 一 一
一 灰白色 一 口縁部片 肥前系。

9－3 9号土坑 磁器　碗 一 （L6＞
一

一 灰自色 一 体部10％ 罷前系。

9－4 9号土坑 晦器　小獺． 一 一 一
一 灰赤色 一 口縁部片 瀬戸・美濃系。内外面鉄融。

9－5 9号土坑 陶器　碗 一 層 ｝
一 灰オリーグ色 ｝ 体部片 瀬戸・美濃系。内外面灰紬。

96 9号土坑 鉄　釘

9－7 9号土坑 不明銅製晶 推定長（8，4）cm、最大径0．25cm。重量0．8g。完形？針金状。両先端平ら。

9－8 9号土坑 打製石斧 最大長10．3cm、最大幅4．4cm、最大厚1．5cm。重量78．4g。凝灰岩。完形。

10－1 10号土坑 磁器　碗 （9．8） （49）
一

一 灰白色 一 口～体25％ 麗前系。

10－2 10号土坑 ‘磁器　碗 一 一 一
皿 灰白色 一 体部片 腔前系。

10－3 10号土坑 磁器　碗 一 鼎 一
｝ 灰白色 ｝ 体部片 肥前系。

10－4 10号土坑 陶器　碗 一 一 ｝
薗 淡黄色 幣 体部片 瀬戸・美濃系。内鉄欄、外鉄・透明紬。

10－5 10号土坑 陶器　鉢 一 一
舳 灰オり一ブ色 鱒 口縁部片 瀬戸・美濃系。内外面灰紬。

10－6 10号土坑 陶器　碗 皿 一 一
一 暗褐色 一 体部片 瀬戸・美濃系。内外面鉄軸。

10－7 10号土坑 煙　管 最大長6．9c獄、最大径L2c顯。重量圭LOg。銅製。完形。級ロ部狭窄。

10－8 10号土坑 古　銭 推定径（1．2）c餓、最大厚0．05c驚。璽量（0．4）g。1／3残存。　「寛永通宝？」

13－1 ユ3号土坑 須恵器高台椀 （14．0） （3。8）
一 ABDH にぶい黄燈色 C 口～体25％ 末野産。酸化焔焼成。

13－2 13号土坑 須恵器高台椀 一
（1．9） 7．9 ABEIJKM 浅黄三色 C 高台部100 末野産。酸化焔焼成。

13－3 13号土坑 須恵器　甕 ｝
（12．0） 13．4 ABGHL 灰褐色 B 胴～底100 末野産。底部手持ちヘラ閉り。

13－4 13号土坑 ±師器　鉢 （20．6） 12．7 5．5 ABJK 明黄褐色 B 45％
14一圭 14号士坑 土師器　甕 （20．6＞ （8．9）

一 ABD∫M 浅黄鐙色 B 口～胴30驚
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第14号土坑（第30図）

　第3区S－20グリッドに位置する。南西部には隣i接して13号土坑が位置しているが、関連があるか

は不明である。他の遺構との重複関係はみられない。

　長軸1．i3m、短軸0．78mを測り、平面プランは隅丸の三角形状を呈する。立ち上がりは鋭角であり、

底面は北西部がピット状を呈している。確認面からの深さは最も深いピット状を呈する所で0．18mを測

る。覆土は図示できなかったが、焼土粒や炭化物を含む黒褐色土一層であった．自然堆積か人為的な埋

め戻しかは不明である。

　出土遺物（第32図）で図示可能なものは、土師器甕（1）一点のみである。覆土上層から検出された。

口縁部から胴上部にかけての破片である。口縁部は短く、「く」の凶状を呈する。調整は口縁部が横ナ

デ、胴部以下はナデ調整であり、胴部外面には指頭圧痕がみられた。四壁が厚く、焼きが甘い。

　上記の遺物から本土坑の帰属する時期は、13号土坑と同じく10世紀前半頃と思われる。

第十号土坑（第30図）

　第3区R－18グリッドに位置する。他の遺構との重複関係はみられない。

　長軸2．30rn、短軸1．03mを測る。平面プランはいびつな楕円形を呈する。立ち上がりは鋭角であり、

底面はやや凹凸がみられたが、ほぼ平坦であった。確認面からの深さは最大0．50rnである。覆土は暗褐

色土二層（1・2層）からなる。1層には1～！7cm程の礫が含まれており、礫は土坑外西側にも広がっ

ていた。その状況から人為的に埋め戻されたと思われる。

　本土坑からは遺物が検出されなかったため、帰属する時期は不明である。

第16号土坑（第30図）

　第3区R－16・17グリッドに位置する。南側は調査区外にある。他の遺構との重複関係はみられな

い。

　正確な規模は不明であるが、東西幅は1．38mを測る。平面プランは楕円形になろうか。立ち上がりは

ほぼ垂直であり、東側はややオーバーハングしていた。底面はやや凹凸がみられたが、ほぼ平坦であっ

た。確認面からの深さは最大0．42mである。覆土は暗褐色土一層（7層〉である。1～18徽程の礫が多

量含まれていた。その状況から人為的に埋め戻されたと思われる。

　本土坑からは遺物が検出されなかったため、帰属する時期は不明である。

5　集　石

第1号集石（第33図）

　第3区○・P－！2・13グリッドに位置する。他の遺構との重複関係はみられない。

　掘り方はなく、確認面上面の暗褐色土内に広がっていた。礫はすべて河原石であり、自然石である。

礫は小さいものも含めると5，7m×3．8mの楕円形を呈する範囲に広がる。ただ、この中でもより集中し

てみられたのは○・P－12グリッドと0・P－13グリッド境の中央付近である。北西方向から南東方

向に長さ2．4m、幅0。2～0．4rn程で列状に広がっていた。集中箇所で確認された礫の大きさは10～20cm
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第1号火葬跡

土層説明（AA’）

1黒褐色土
2褐色：：ヒ

3褐色土：焼土、炭化物含む。

4黒褐色土：焼土多量禽む。

5暗褐色土：ローム粒含む。

薩蓬嚢篇骨替・慢粉　霧箋翻＝焼土　蟹；炭化物

0　　　　　　　　　50cm

第34図　第1号火葬跡

一56一



のものが多くみられ、周辺のものより大きいものが目立つ。本遺構の性格及び用途は不明である。

　遺物は土師器の小破片が若干検出されたが、図示不可能であった。また、これらが伴うものかどうか

はっきりしない。よって、本遺構の帰属する時期は不明である。

6　火葬跡
第1号火葬跡（第34図）

　第1区AA・AB－32グリッドに位置する。確認面の都合から北西隅を欠く。他の遺構との重複関係

はみられない。

　平面プランは凸形を呈する。燃焼部となる西側が南北方向に細長い長方形の土坑状となり、燃焼部の

東回中央から東に向かって煙道状の突出部が付く。燃焼部の規模は長軸が推定！．07m、短軸は0．25mで

ある。突出部の長さは0．79m、幅は燃焼部と突出部の接合部で0．31m、最も幅広となる箇所で0。38rn、

先端でO．11mを測る。立ち上がりは燃焼部及び突出部ともにほぼ垂直であるが、突出部の北壁一部と接

合部付近ではオーバーハングしていた。燃焼部は深さα25m程下でいったん平坦となるが、燃焼部と突

出部との接合部にはさらに一段低いピット状の掘り込みが設けられていた。燃焼部底面からの深さは

0．29mを測ることから確認面からの深さは0．54mとなり、本遺構で最も深い。突出部の深さはピット状

掘り込みの上場で0．36m、先端で0．14rnを測り、ピット状掘り込みから先端に向かって緩やかに上がる。

覆土はほぼ水平な層位を示す。燃焼部内は焼土や炭化物を多く含んでおり、断面観察では西壁が厚さ7

cm程で焼土化していたのが確認された。燃焼部南側底面では炭化物がほぼ全面にみられ、ピット状掘り

込み上面からは骨片及び骨粉が検出された。鼎座となる自然石は検出されなかった。

　遺物は検出されなかったが、本火葬跡の帰属する時期は中世と思われる。

7　ピット
　ピットは第1・2区から検出された。第3・4区からは検出されていない。全区を通して検出された

数は54基である。第1区からは13基（P38僧50）、第2区からは41基（P　1～37、　P5！～54）が検出さ

れている。第浴倒でも述べたとおり、ピットは集中して分布する傾向にあるが、規則的に並ぶものはみ

られない。集中してみられるのは、第1区ではAA－31・32グリッド（ピット38～50）、第2区では

E・F－1！～13グリッド（ピット27～31）、1・J－17・18グリッド（ピット17～26）、L一一20～22

グリッド（ピット8～16）などである。このうち、第2区のピット8～16は7号溝跡の南側に集中し

て位置することから溝跡に関連するものかもしれない。また、ピット27～31のうち、28～31は1号掘

立柱建物跡の西側に位置することから周辺の土坑も含めて建物跡に関連する可能性がある。特にピット

28は！号掘立柱建物跡の項でも述べたが、建物跡に付随するものかもしれない。これらのピットも含め

各ピットの数値等については第18表を参照のこと。

　出土遺物（第32図）で図示可能なものは、ピット31出土の須恵器瓶類（3！－1）、ピット35出土の

第17表　ピット出土遺物観察表

番号 出土位置　　器　種 口径 至高 底径 胎土 色　調 焼成 残存率 備 考

31－！ ピット題　須恵器瓶類 雫 一 曽 ABRL 灰色 B 嗣下部片 末野産。
35－！ ピット35須恵器高台椀 （14．O） 5．5 6．7 ABCGHL 灰黄褐色 B 80％ 末野産。
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第⑱表　ピット計測表

NO．　　位　置　　　長（m）短（m）深（艶）　　　備　　考　　　　Nα　　　位　置 長（m）短（m）深（m）　　　備　　考

P1 第2区Q－28G 0．43 0．39 0．33 P28 第2区F－12G 0．83 0．33 0．26 1号掘立に付随する可能性有。

P2 第2区027G 030 0．21 0．12 P29 第2区P12G 0．53 0．37 0．22 1号掘立と関連有？
P3 第2区P－27G 0．52 0．42 0．20 P30 第2区E－12G 0．45 0．24 0．13 1号掘立と関連有？
P4 第2区0－25G O．54 0．17 O．05 P31 第2区E－11G 一 鼎 0．17 1号掘立と関連有？縮田口射出七

P5 第2区O－25G 0．28 0．26 0ユ5 P32 第2区R28G 0．28 酬 O．25

P6 第2区N－25G 0．26 0．21 0．09 P33 第2区R－27・28G 0．27 0．25 033
P7 第2区巌一23G 0．52 0．30 0．20 P34 第2区Q－27G 一 … 0．18

P8 第2区L－22G 0．34、 0．27 0ユ8 7号溝跡と関連有？ P35 第2区T－26G 0．57 α42 026 須恵器高台椀出土。
P9 第2区L－22G 0．47 0．28 0ユ9 7号門跡と関連有？ P36 第2区丁26G O．38 030 0．26
P10 第2区L－22G 0．40 0．33 0．23 7号溝跡と関連有？ P37 第2区：T26G 0．34 0．24 0．16

P11 第2区L－21・22G 0．35 0．29 021 7号一跡と関連有？ P38 第！鼠AA－32G 0．70 0．43 O．16

P12 第2区：L－21G 0．25 0．24 0．08 7号溝跡と関連有？ P39 第1区：AA■32G 0．26 0．24 0．12

P13 第2区L－21G 脚 一 0．25 7号溝跡と関連有？ P40 第！区AA－32G 0．38 031 0．29
P14 第2区L－21G α18 0．17 0．13 7号溝跡と関連有？ P41 第1区AA－32G 0．43 0．29 O．15

P15 第2区L－21G 0．20 0．17 0．21 7号溝跡と関連有？ P42 第1区AA－32G O．26 0．26 O．09

P16 第2区L二20G 0．25 0ユ9 026 7号溝跡と関連有？ P43 第！区AA－32G 0．31 0．26 0．09

｝）17 第2区∫一18G 0．48 0．30 0．09 P44 第1区AA－32G 0．26 0．18 0．09

P18 第2区1・」48G 031 0．24 0．07 P45 第1区AA－32G 036 0．32 0．16
P19 第2区1・」辻8G O．51 0．40 0ユ1 P46 第1区AA－31・32G 0．39 0．28 0．15
P20 第2区1－18G 0．36 0．36 0．14 P47 第：L区AA－31G 0．32 031 0ユ3
P21 第2区1－18G 031 0．29 0．17 P48 第1区：AA－31G 0．29 0．26 0．！5

P22 第2区J－18G 0．50 0．45 0．44 P49 第1区Z－30G 0．42 0．3！ 0．09

P23 第2区」一17G O．30 0．23 0．09 P50 第1区：Z－30G 0．57 0．41 0．11

P24 第2区一一17G 0．42 0．31 0．44 P51 第2区V－24G 0．25 0．24 0．24

P25 第2区1－17G 0．31 0．20 0．18 P52 第2区V－23G 031 0．23 ○ユ8
P26 第2区∫一17G 0．26 0ユ9 0．12 P53 第2区U－22G 0．2！ 0．20 0．09

P27 第2区F43G 0．50 0．49 0．38 1号掘立との新旧不明。 P54 第2区U－22G 0．31 0．26 0．11

須恵器高台付椀（35－1）だけである。この他にも遺物が出土したものもみられたが、いずれも小破片

であり図示不可能であった。

　ピット31出土の須恵器瓶類（31－1）は胴下部片。末野産。器壁が薄く、内外面ともにナデ調整で

ある。

　ピット35出土の須恵器高台付椀（35－1）は残存状態が良好であり、双形に近い。末野産。口縁部

がやや外反、体部は内湾し、「ハ」の字に開く高台が付く。底部は回転糸切り痕を残す。

　上記の遺物二点だけでは各ピットの時期を特定するのは困難である。ただ第2区で検出されたピット

の大半は、奈良・平安時代の遺構周辺に位置していることから同時代のものである可能性が高いが、確

証は得られない・よって、ピットの帰属時期は不明と言わざるを得ない。

8　遺構外出土遺物

　遺構外出土遺物は、縄文時代、奈良・平安時代、近世のものがある。遺物は縄文土器、石器、須恵器、

土師器、灰粕陶器、緑粕陶器、瓦、土製品、鉄製品、石製品、陶磁器、かわらけなどがあり、図示した

ものだけでも138点と多い。遺構出土遺物同様、奈良・平安時代の遺物が主体となる。

　遺構外出土遺物は、時代及び時期を問わず第2区からの検出が圧倒的に多く、中でもO～S－26～

28グリッドからの検出が目立つ。また、遺構の位置するグリッドからの検出が多いことから大半はこれ

らの遺構に伴うものと考えられる。なお、第1・3区では土器片が若干検出されたものの、図示可能な

ものはみられなかった。以下、時代及び遺物ごとに述べていく。

　第35図1～11は縄文時代の遺物。今回の調査では縄文時代の遺構は検出されていないが、遺物は第

2区でも東端の○・Q・R－26～28グリッド包含層から出土した。遺物は土器と石器が検出されてい
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る。

　1～5は縄文時代中期の土器。すべて深鉢の胴部ないし胴下部片である。1・2・4は地文側線文、

3は撚糸文L、5は摩滅してわかりづらいが、RL単節縄文地に横位の沈線が描かれている。1と2は

胎土からみて同一個体と思われる。

　6～11は縄文時代の打製石斧。出土土器が縄文時代中期のものであることから、石器も同時期のもの

と思われる。6のみ他と比べてやや大型である。6・11は短冊形、7は壌形、8～10は寸胴形である。

7以外は片面に自然面を残す。石質は6・9～11が粘板岩、7が凝灰岩、8が中年砂岩である。

　第36～40図12～127は奈良・平安時代の土器。大半が○～S－26～28グリッドからの検出である。

遺構出土土器同様、須恵器、土師器、灰粕陶器などがあり、緑粕陶器も一点のみ出土した。9世紀代で

も前半のものが主体となる。以下、器種ごとに述べていく。

　第36～39図12～112は須恵器。末野産と南比企産がみられるが、前者が圧倒的に多い。

　第36図12は蓋。口径の大きさから霜露と思われる。

　第36図13～38は圷。全形を知りうるものは少ないが、口径12．5cm、器高3．5cm、底径6．5cm前後を測

るものが主体となる。いずれも口縁部の外反が弱く、体部は内湾する。また器壁が厚手のものが多い。

底部は回転糸切り痕を残すものが圧倒的に多いが、14・33は全面ヘラ削り、31・38は回転糸切り後外

周をヘラで削っている。20のみ酸化焔焼成である。

　第36図39は椀。高台が付くかは不明である。口縁端部のみ僅かに外反する。南比企産。

　第36図40～49は高台付椀。高台部のみの検出が多く、底部はすべて回転糸切り痕を残す。46・47は

酸化焔焼成である。

　第36図50～54は皿。すべて底部のみの検出である。回転糸切り痕を残すものが多いが、51のみ回転

糸切り後外周をヘラで削っている。54は磨耗が著しいため調整は不明である。底径9．4cmと大きい。

　第36図55は小型壼。肩部から胴部にかけての破片である。産地は不明である。1号住居跡出土遺物

第6図5と同一個体である。

　第36図56は長頸瓶の口縁部片。外面には自然紬が付着している。

　第36～39図58～！03は甕。すべて破片での検出である。直接的な接合関係はみられないものの、同

一個体と思われるものが多くみられた。59・60は口縁部片。内外面ともに横ナデ調整である。61～65

は頸部片。61・65の外面には叩き目がみられたが、その他は横ナデ調整のみである。58・66～72は肩

部片。58のみ唯一復元実測が可能であった。ナデ調整のもの（58・66～68）と外面に叩き目、内面に

青海波文がみられるもの（69～72）がある。73～82は胴上部片。外面に自然粕が付着しているものが

多い。肩部片同様、ナデ調整のもの（73・74・81）と外面叩き目、内面青海波文のもの（75～79・

82）があるが、80は外面に叩き目があるものの、内面は指頭圧痕が顕著であった。83～102は胴下部

片。ナデ調整のもの（86・88～100）が圧倒的に多い。また、外面が叩き目、内面はナデ調整のもの

（84・85・87・101）もみられた。103は底部片。内外面ともにナデ調整である。外面には自然紬が付

着している。

　第36図57・第39図104～110は瓶類。57は底部。底部調整は全面ヘラナデであり、さらにその上か

らヘラで「レ」の字詰に浅い刻みが描かれている。104～110は破片。胴下部片が多い。すべて内外面
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ともに回転ナデ調整である。外面上部に自然紬が付着しているものが多い。IO7は焼き歪みが生じて膨

張している。

　第39図l！l・U2は鉢。111はロ縁部片、　U2は胴上部片である。内外面ともに回転ナデ調整である。

　第39図113～！17は灰粕陶器長磁瓶。すべて同一個体であるが、113と1！4～117は接合関係にない。
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第19表　遺構外出土遺物観察表

番号出土位置　　器　種　　　口径 器高 底径 胎土 色　調 焼成 残存率 備　　考

ユ ○一26G 縄文土器深鉢 一 一 ACIKN 赤褐色 B 胴下部片 縄文中期。N（沼と同一個体。
2 σ26G 縄文土器深鉢 一 … 一 AEG｝｛∫N 赤褐色 B 胴下部片 縄文申期。N（擁と同一個体。
3 Q－28G 縄文土器三九 一 胤 ．一 ABDHIK 鐙色 B 胴部片 縄文中期。

4 Q－28G 縄文土器深鉢 ｝ 欄 一 ABHIJ 明赤褐色 B 胴下部片 縄文中期。
5 R－27G 縄文土器深鉢 一 欄 一 ABDGJM にぶい櫨色 C 胴部片 縄文中期。

6 N－25G 打製石斧 最大長18．7cm、最大幅8、2cm、最大厚2．45cm。重量490g。粘板岩。完形。

7 F29G 打製石斧 最大長11，5cm、最大幅53cm、最大厚2．Ocm。重量（122）g。凝灰岩。一部欠。

8 R－27G 打製石斧 最大長10．2c誼｝、最大幅5，45Cl灘、最大厚1，7c臨重：量100g。申粒砂岩。完形。

9 S－26G 打製石斧 最大長！2。2c醗、最大幅7．7働、最大厚L8c盤。重量190g。粘板岩。完形。

10 S－27G 打製石斧 最大長（！1．7）cm、最大幅6．8cm、最大厚1．8cm。重量（160）g。粘板岩。上端欠。

11 S－27G 打製石斧 最大長（7．3）cm、最大幅4．1cm、最大厚1。6cm。重量（63．5）g。粘板岩。半分欠。

12 V－22G 須恵器　蓋 （14．0） 2．2 （6．8） ABHL 灰色 B 20％ 末野産。

13 E－lIG 須恵器　杯 13．2 3．8 6．2 ABGHL 灰黄色 B 80％ 末野産。

14 S－26・27G 須恵器　杯 （12．0） 3．2 6．9 AB｝｛JL にぶい黄三色 B 50％ 末野産。

15 一括 須恵器　圷 （12．6） （3。05＞
㎜ BCHL 褐灰色 B 口～体35％ 南比企産。

16 B－6G 須恵器　杯 一 （L8） 5．O ABDF 灰色 B 底部50％ 南比企産。
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番号　出土位置　　　器　種　　　懸隔 器高 田田 胎土 色　調 焼成 残存率 備　　考

17 C－9G 須恵器　杯 一 （L6） （6．4） ABEL 灰色 B 底部25％ 末野産。
18 α8G 須恵器　杯 一

（1。4） （5．7） AEHL 灰色 B 底部45％ 末野産。
19 C－8G 須恵器　圷 一

（2．8） （6．8） ABL 灰色 B 体～底30％ 末野産。

20 D－1】G 須恵器　圷 一
（1．1） （6．6） ABCHL 暗褐色 B 底部20％ 宋野産。酸化焔焼成。

21 E－／1G 須恵器　杯 一
（2．7） （6．8） ABF 灰色 B 体～底20％ 南比企産。

22 E－11G 須恵器　圷 皿
（3．9） （7．8） ACGHL 灰黄褐色 C 体～底25％ 来野産。

23 E－11G 須恵器　杯 ｝
（2ユ） （7ユ） ABDL 灰色 B 体～底20％ 末野産。

24 E－11G 須恵器　圷 ｝
（1．6） （6．8）

ABEH：N にぶい黄多色 B 底部30％ 末野産。

25 E－11G 須恵器　杯 一
（1．6） （6．0） ABGL 灰色 B 底部40％ 末野産。

26 E…1！G 須恵器　杯 一
（1．6） （6ユ） ABGJr． 灰色 B 底部45％ 末野産。

27 E－11G 須恵器　杯 一
（0，7） 5．5 AL 灰色 B 底部70％ 末野産。

28 王シエ2G 須恵器　杯 一
（2．7） （64） ABDH：r． 灰黄色 C 体～底40％ 末野産。

29 H－2G 須恵器　圷 一 （22） （64） ABGL 灰色 B 体～底40％ 末野産。

30 1一圭7G 須恵器　杯 一
（1．5） 5．9 AEHL 褐灰色 B 底部10眺 末野産。

31 K－19G 須恵器　圷 一
（1，4） （7濁 AF鍼 灰色 B 底部25驚 南比企産。

32 σ26G 須恵器圷 一
（1．5） 6．0 ABF 灰黄褐色 B 底部100％ 南比企産。

33 P－28G 須恵器　杯 一
（2．0） （6．6） ABF 黄灰色 B 底部45％ 南比企産。

34 Q－28G 須恵器　圷 一
（2．7） （6．2） ABDHL 黄灰色 B 体～底30％ 末野産。

35 R－27G 須恵器　圷 一
（2．7） （6．8） ABDHKL 明褐色 C 体～底30％ 末野産。

36 R－27G 須恵器　杯 一
（O．8） （6．6） ABIL 灰色 B 底部45％ 末野産。

37 T－22G 須恵器　杯 一
（1．8） （6．2） AHL 青灰色 A 底部25％ 末野産。

38 T－22G 須恵器　杯 一
（1．0） （6．1） AHL 暗灰色 B 底部40％ 末野産。

39 S－27G 須恵器　椀 （18．O） （6．2）
一 ABF 灰色 B 口～体10％ 南比企産。

40 P－27G 須恵器高台椀 （13．9） （4．55） 一 ABEH王． 灰色 B 口～体20％ 南比企産。
41 ○一26G 須恵器高台椀 一

（3．3） （8．2） ABCHL 褐灰色 B 体～高25％ 末野産。

42 P－27G 須恵器高台椀 一 （29） 一 ADGHM にぶい黄榿色 C 体部30％ 末野産。
43 Q－27G 須恵器高台椀 一

（2．7） 6．8 ABHL にぶい黄多色 B 高台部60％ 末野産。

44 R－27G 須恵器高台椀 一 （23） 6．8 ABCH にぶい黄燈色 C 高台部55％ 末野産。
45 R－27G 須恵器高台椀 一

（2．1） （6．8） ABCRL 灰色 B 高台部45％ 末野産。
46 s－27G 須恵器高台椀 一 （40） （6ゆ ABαLM 明褐色 C 高台部20％ 末野産。酸化焔焼成。
47 T－2三G 須恵器高台椀 一

（3．4） （6。2）
ABCH：L 赤褐色 B 体～高25驚 末野産。酸化焔焼成。

48 T－22G 須恵器高台椀 一
（2．4） 7．0 A1）HL 青灰色 B 体～高100 末野産。

49 身舌 須恵器高台椀 一
（1．8） （641 ABHL 青灰色 B 高台部40％ 末野産。

50 Q－28・R－27 須恵器　皿 一
（1．6） （7．0） ABDHN 灰白色 B 底部40％ 末野産。

51 R－28G 須恵器　1皿 一
（0，8） （6．8） ABCHL 灰色 B 底部45％ 末野産。

52 S－26G 須恵器　皿 皿
（1．4） （6．6）

ABH：L 褐灰色 B 底部40％ 末野産。
53 T－22G 須恵器　皿 一

（1．4） 6．4 AHILN 灰色 A 底部55％ 末野産。
54 T－27G 須恵器　皿 一

（2．0） （9．4）
ABEH： 淡黄色 C 体～底30％ 宋無産。磨耗顕著。底部調整不明。

55 P－28G 須恵器小型壷 一
（4．4）

一 ABL 灰色 B 肩～胴20％ 産地不明。1号住NO．5と同一個体。
56 σ27G 須恵器長子瓶 （11．5）

（2．7）
一 AB 灰色 A 口縁部20％ 末野産。外面自然紬付着。

57 一括 須恵器瓶類 一
（4．0） 9．1 AHL 灰色 B 底部45％ 末野産。底部ヘラ刻み有。

58 S－27G 須恵器　甕 一
（4．3）

｝ ABHL 灰色 B 肩部10％ 末野産。

59 0・P－27G 須恵器　甕 一 一 ㎜ ABDHL 灰白色 B 口縁部片 末野産。

60 ○一26G 須恵器　甕 一 一 ｝ ABEHL 灰色 B ロ縁部片 末野産。
61 £一三！G 須恵器　甕 一 一 一 ABL 灰色 B 頸部片 末野産。内面自然融付着。
62 L－22G 須恵器　甕 一 一 一 ABGHL 灰色 B 頸部片 末野産。

63 σ26G 須恵器　甕 一 一 一 ABEGH 灰黄褐色 C 頸部片 末野産。

64 R－27G 須恵器　甕 ｝ 　 一 ABE王L 黄灰色 A 頸部片 末野産。

65 R－27G 須恵器　甕 一 一 一 ABDHL 灰色 B 頸部片 末野産。

66 E－UG 須恵器　甕 一 　 一 ABFN 灰色 B 三部片 南比企産。外面自然紬付着。
67 O－26G 須恵器　甕 　 一 一 ABGH工． 褐灰色 C 肩黒子 末野産。No．68・90・95・97・98同一個体。

68 ○一26G 須恵器　甕 一 一 一 ABEH王、 褐灰色 B 肩部片 末野産。Nα67・90・95・97・98同一個体。

69 Q－27G 須恵器　甕 一 P ｝ ADEGL 灰色 B 肩部片 末野産。

70 Q－28G 須恵器　甕 一 一 ㎜ ABHL 灰色 B 肩部片 末野産。

71 Q－29G 須恵器　甕 一 ｝ 皿 ABCH 灰色 A 肩部片 末野産。

72 R－26G 須恵器　甕 一 ｝ 一 ABHL 褐灰色 B 肩馬片 末野産。

73 ／－17G 須恵器　甕 ｝ 一 一 ABL 灰色 B 胴上部片 末野産。Nα85と同一個体。
74 K－20G 須恵器　甕 ｝ 　 一 ABL 灰色 B 胴上部片 末野産。外面自然軸付着。
75 P…26G 須恵器　甕 一 一 一 ABL 灰色 B 胴上部片 末野産。2号住NO．10と同一個体。
76 P－27G 須恵器　甕 一 一 一 ABL 黄灰色 B 胴上部片 末野産。外面自然紬付着。
77 Q－27G 須恵器　甕 一 一 一 ABD 黄灰色 B 胴上千千 末野産。外面自然融付着。
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番号出土位置　　器　種　　　口径 器高 底径 胎土 色　調 焼成 残存率 備　　考

78 Q－28G 須恵器　甕 一 一 胴 ABDH 黄灰色 B 胴上部片 末野産。

79 S－27G 須恵器　甕 P ｝ 騨 AB工、 灰色 B 胴上部片 末野産。

80 S－27G 須恵器　甕 一 牌 ㎜ ABHL 灰色 A 胴上部片 末野産。
81 V－25G 須恵器　甕 一 一 鼎 ABE工、 灰色 B 胴．h部片 末野産。

82 V－25G 須恵器　甕、 一 ㎜ 牌 A】3L 灰色 A 胴上部片 末野産。外面自然紬付着。
83 ○一26G 須恵器　甕 一 ｝ 噌 AH 青灰色 A 胴下部片 末野産。
84 E－11G 須恵器　甕 一 一 ” ABHL 褐灰色 B 胴下部片 末野産。外面自然紬付着。

85 王一17G 須恵器　甕 一 一 ｝ AB猟L 灰色 B 胴下部片 末野産。N（》73と同一個体。

86 K－20G 須恵器　甕 ㎜ F 　 A131）慕L 灰色 B 編下部片 高野産。

87 L－21G 須恵器　甕 ｝ 一 … ADF 暗灰色 B 胴下部片 南比企産。

88 ○一26G 須恵器　甕 一 一 一 ABGL 灰黄色 B 胴下部片 末野産。

89 0－26G 須恵器　甕 一 削 騨 AB工）HL， 灰色 B 胴下部片 末野産。

90 ○一26G 須恵器　甕 一 一 一 AI3HJM にぶい黄色 C 胴下部片 末野産。Nα67・68・95・97・98同一個体。

91 O－26G 須恵器　甕 一 ｝ ” ABI）HL 灰黄色 C 胴下部片 宋高高。

92 σ26G 須恵器　甕 一 ｝ ㎜ ABDGL 灰黄色 B 胴下部片 末野産。

93 ○一26G 須恵器　甕 一 ｝ ” ABDHL 褐灰色 B 胴下部片 末野産。2簿住Nα13と同一個体。

94 σ26G 須恵器　甕 P ｝ 鼎 ABL 黄灰色 B 胴下部片 末野産。

95 O－26G 須恵器　甕 一 一 幣 ABGH 褐灰色 C 胴下部片 末野産。No．67・68・90・97・98同一個体。

96 O－26G 須恵器　甕 ｝ ｝ ” AI3D 灰黄色 B 胴下部片 末野産。

97 P－27G 須恵器　甕 ㎜ 一 一 AI31）GHL 灰黄褐色 B 胴下部片 末野産。Nα67・68・90・95・98同一個体。

98 P－27G 須恵器　甕 皿 一 一「 ABGH 灰黄色 B 胴下部片 末野産。No．67・68・90・95・97同一個体。

99 P－28G 須恵器　甕 一 学 一 AB鷺HL 灰黄色 B 胴下部片 末野産。

100 Q－28G 須恵器　甕 一 一 一 ABEGHM 灰黄色 B 胴下部片 末野産。

！01 Q－28G 須恵器　甕 一 幣 一 AB£HL 灰色 B 胴下部片 末野産。

102 R－26G 須恵器　甕 一 一 附 AB王｛王、 灰色 A 胴下部片 末野産。
103 K－！9G 須恵器　甕 一 一 鼎 AEGL 暗灰色 B 底部片 末野産。外国i肇晶晶付着。

104 σ26G 須恵器瓶類 一 ｝ 肝 ABF 灰色 B 肩～脚部片 南比企産。外編上部自然魑付着。

105 R－26G 須恵器生類 一 一 幣 AB 灰色 B 肩～胴部片 南比企産。外面上部自然粕付着。

106 P－27G 須恵器瓶類 ｝ 雫 ｝ ABF 灰色 A 胴下部工 南比企産。外面上部自然粕付着。
107 D－9G 須恵器瓶類 ㎜ 一 一 AH 黒褐色 B 胴下部片 末野産。晶晶歪み有。

108 R－27G 須恵器生類 一 一 　 ABHL 灰色 A 胴下部片 末野産。
109 R－26G 須恵器瓶類 ｝ 一 ㎜ ABF 黄褐色 A 胴下部片 南比企産。外面上部自然紬付着。
1！0 U－23G 須恵器生類 一 一 一 ABHL 灰色 A 胴下部片 末野産。
11！ Q－28G 須恵器　鉢 一 一 一 ABEGL 灰白色 B 口縁部片 末野産。

1！2 K－20G 須恵器　鉢 一 ｝ 一 ABF 灰色 B 胴上部片 南比企産。

113 O・P－26・27 追書長頸瓶 一
（18．7） （12．4） AB 褐灰色 A 肩～底25％ 外面紬有。Nα114～117同一。

！！4 O－26G 灰粕長頸瓶 一 一 ｝ AB 外：灰オリーブ内：凹凸 A 葦葺片 外面紬有。No、113・115～117同一。
115 O－27G 灰粕長頸瓶 一 一 弾 AB 外：灰オリーブ内：灰黄 A 肩部片 外面紬有。NQ．！！3・114・！16・117同一。

U6 ○一27・P－26 灰紬長十善 一 一 腎 AB 外：胴上1つ内：灰黄 A 葦葺片 外面紬縞。Nα113～1！5・117同一。
117 P26G 灰融業頸甑 一 一 一 AB 外：卿一ブ内：灰黄 A 準率片 外面軸有。Nα1！3～116同一。
118 K－19G 緑融業頸壷 一 一 ｝ A8 外：禦げ内：灰白 A 準率片 猿投産。外面羽一ブ黄色軸薬有。
1！9 S－26G 土師器　甕 （19．4） （4．6）

一 A8GHKM 榿色 B 口縁部35％

120 C－8G 土師器　甕 （15．3） （3。7＞
皿 ABCGHKM 榿色 B 口縁部30％

121 B－7G 土師器　甕 ㎜
（2．8） （4．8） AGH 灰褐色 B 底部45％

122 S－26G 土師器　甕 ｝
（3．0） （5．4） ABDGJM 明赤褐色 B 底部30％

123 S－27G 土師器　甕 一
（5．0） （5．4） ABGHJKN 外：褐　内：赤褐 B 胴～底30％

124 S－27G 土師器　甕 一
（2．2） （40） ABCHJKM にぶい赤褐色 B 底部30％

125 H－1G 土師器台付甕 一
（3．7）

， A13HJKM 暗褐色 B 接合部100
126 P－28G 土師器台付甕 一

（2．0）
｝ ABDαJKMN 等色 B 接合部100

！27 Q－27G ±師器台付甕 一
（2．6）

一 ABCGIJ 榿色 B 接合部100

128 O－26G 平　瓦 最大長（5．1）cm、巖大幅（9、5）cm、最大厚（2．25）cm。胎土：ABGHIL。色調：灰色。焼成：B。

129 S－26G 土　錘 最大長4．5cm、最大径1．15cm、孔径0．35cm。重量5．7g。完形。

130 R－27G 刀　子 最大長A：（5．25）、B：（6、4）cm、最大幅（1．15）cm、最大厚O．3cm。重量A：（5．6）g、　B：（6．3）g。刃部中段、柄部欠。

！31 S－27G 不明鉄製品 最大長（7．6）cm、最大幅（！．25）cm、最大厚（1．O）cm。重量（28．2）g。上部欠。角錐状。屈曲。

！32 R－28G 鉄　津 最大長（4．6）cm、最大幅535cm、最大厚2．1cm。重量（62．2）g。一部欠。

133 S－27G 鉄　津 最大長3．7cm、最大幅6，25cm、最大厚2．85cm。重量56．5g。完形。

爲4 S－26G 抵　石 最大長（6．8）c餓、最大幅3．8α装、最大厚2．3c瓢。重量110g。凝灰岩。上部欠。五醐使用。所々剥離。

工35 K－19G 磁器　碗 一
（1．8） （4．4）

… 灰白色 一 底部45男 二巴前系。

136 一括 陶器灯明盈 （1L2） （1．75） 榊 一L 暗赤褐色 一 口縁部15％ 瀬戸・美濃系。内外面高紬。

ま37 一括 陶器　片口 一 一 貯
榊 灰赤色 一 口縁部片 唐津産。外面義義・白泥鹿毛霞、内面三三。

138 一括 かわらけ 一
（2．5） （7．6）

㎜ 榿色 B 体～底25％ 在地産。内外面磨耗顕著。
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113は肩部から底部にかけて、l14～117は肩部片である。産地は不明であるが、胎土は暗い灰色を呈

し、やや粗い。紬は灰オリーブ色を呈する。底部は手持ちによるヘラナデである。黒笹90号窯式併行か。

　第39図118は緑紬陶器短頸壺の肩部片。唯一検出された緑粕陶器である。胎土は白色で黒色粒を多量

含んでいる。外面にはオリーブ黄色の粕薬が施紬されている。猿投産。黒笹90号窯式期のものか。

　第40図119～127は土師器。図示できたのは甕（l19～124）と台付甕（125～127）のみである。

119・120は「コ」の字状を呈する甕の口縁部。ともに外面に指頭圧痕がある。121～124は底部。123

のみ器壁が他と比べて薄い。台付甕は接合部のみの検出である。

　第40図128は平瓦の一部。凸面は縄叩き、凹面はナデ調整である。厚さは1．1cm程である。胎土に片

岩が含まれている。

　第40図129は土錘。今回報告する分では唯一の資料である。中段の膨らみが小さい。完形品。

　第40図130・131は鉄製品。130は刀子。刃部中段及び柄部を欠く。131は不明鉄製品。角錐状を呈

するが、下部は上部に比べて一回り大きくなっている。上部を欠き、屈曲している。

　第40図132・133は鉄津。132は一部を欠くが、133は欠損箇所がみられない。

　第40図134は砥石。欠損する上端以外の面すべてを使用しているが、所々剥離している。凝灰岩製。

　第40図135～B8は近世の陶磁器・かわらけ。135以外出土位置が不明確である。135は磁器碗。肥

前系の染付である。底部のみの検出であるため、文様など詳細は不明である。136は陶器灯明皿のロ縁

部。瀬戸・美濃系である。内外面に鉄粕が施粕されている。137は陶器片口の口縁部片。唐津産。鉄粕、

白泥刷毛目が施されている。138はかわらけの底部。在地産。磨耗が顕著であり、底部調整は不明であ

る。油土が砂っぽい。
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V 調査のまとめ
　今回報告した調査区（A区）で検出された遺構のうち、主体となるのは奈良・平安時代の集落跡であ

る。本遺跡周辺では近年、古代の役所跡と目される深谷市幡羅遺跡が発見されたことにより、当地域に

おける律令期の動向が俄かにクローズアップされてきている。なかでも律令期の集落跡は、規模や存続

期問などに違いがみられるが周辺に多数所在しており、幡羅遺跡を中心とする当地域の様相を明らかに

する上でその分析は欠かせないものといえる。そこで、ここでは本遺跡の律令期集落跡についてその変

遷を提示し、それを基に周辺の遺跡との関係について簡単に述べてみたい。なお、調査は区画整理に伴

う街路築造部分のみであるため未知な部分が多いことは否めないが、本報告の範囲に限り明らかとなっ

た点について述べることとする。

集落跡の変遷について

　本遺跡の集落跡は、住居跡、掘立柱建事跡、土坑などで構成される。このうち、出土遺物から具体的

に時期を特定できるのは、住居跡（1～8号住居跡）と土坑のごく一部（7・13・！4号土坑）のみで

ある。よって、変遷を提示するのはこれらの遺構のみとなるが、明らかに奈良・平安時代のものと思わ

れる他の遺構についてもその配置や軸などから可能な限り時期を想定してみたい。

　まず、変遷を辿れる住居跡と土坑について述べる。住居跡及び±坑出土遺物で時期決定の指標となる

のは、須恵器供神降（主に杯）と土師器圷・甕である。本稿ではこれらの器種を中心に第IV章では説明

し切れなかったことについて述べるが、なかでもほとんどの住居跡から検出された土師器圷に重点を置

き、須恵器供膳具と土師器甕で補完する形をとりながら時期の裏付けを行いたい。なお、時期決定に際

しては、北武蔵地域では律令期の土器編年について多くの先行業績があるが、ここでは埼玉県岡部町熊

野遺跡の編年を土師器圷の型式変化と組成に基準を置いた富田和夫氏の案（埼埋文2002）を参考にみ

ていくこととし、氏の分類を用いて説明する。

　1号住居跡は後述する他の住居跡に比べて出土遺物が少ないが、時期は特定することが可能である。

各土器の詳細については、第IV章において記述済みであることからここでは触れないが、1号住居跡か

ら検出された土師器杯（第6図9～IDは、富田氏の分類に当てはめると9が杯C7類、10・11が杯

C5類に相当する。杯C7類は、平底気味で「口縁部を外反、または直線的に開くタイプ」であり、熊

野遺跡（以下、遺跡省略）VI期（9世期2／4期後半頃～9世紀4／4期に掛かる頃）の新相段階に出現す

るとされる。一・方、圷C5類は「平底風の底部からロ縁部は内位気味または直線的に立ち上がる」タイ

プで、熊野V期（9世紀前半中心）に出現するとされる。10・11はその口縁部形態からC5類に相当す

るが、9とは法量に差がなく、かつ卜形も体部の開きが大きいなどの点で違いがみられないことからC

5類でも新しい様相を呈しており、C7類と共伴関係にあってもおかしくないと思われる。

　須恵器杯（第6図2～4）は検出数が少なく、全形のわかるものはないが、小型化する傾向が窺える。

特徴としてはロ縁部が肥厚し、外反すること、底部が未調整であることなどが挙げられる。また、土師

器甕（第6図12）はロ縁部が完全な「コ」の字を呈している。これらの特徴からみても土師器杯と時期

的に矛盾しないことから、1号住居跡は9世紀中頃から後半にかけての時期に位置づけられる。

　2号住居跡は土師器圷がないが、須恵器高台付椀（第8図1～6）と土師器甕（第9図17～23）が
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まとまって検出されたことから、これらの二種で時期を求めることができる。

　須恵器高台付椀は、その面形や調整技法などから須恵器としたが主に酸化焔焼成によるものであり、

ロクロ土師器ともとれる中間的な様相を呈している。小型化が進み、いずれも体部の開きが大きく、短

い高台が付く。口縁部は内湾しながら立ち上がるものもあるが、外反するものが多い。土師器甕は、口

縁部の「コ」の字が崩れ、退化的な様相を呈する。全体的に器壁が厚く、口縁部は短い。

　以上の特徴からみると、2号住居跡は10世紀前半に位置づけられる。富田氏による熊野編年は、10

世紀前半以前までのものであることから該当する段階がない。次年度以降に報告する予定のB区では、

2号住居跡と同時期の住居跡が6軒検出されており、このうち羽釜を伴う住居跡が2軒、伴わない住居

跡が4軒検出されている。2号住居跡を含むこれらの住居跡がすべて同時期のものなのか、あるいは羽

釜の有無に伴い時期差が存在するのか現時点では不明であるが、いずれにしても本遺跡で検出された10

世紀前半の住居跡は、羽釜出現期段階を前後する時期に位置づけられるものと思われる。詳細について

は、B区の報告を待ちたい。なお、2号住居跡出土土器には灰粕陶器長頸瓶（第8図15・16）もある

が、破片での検出であることから時期決定の指標とするには難しい。よって、ここでは扱わなかったが、

本遺跡集落跡では灰粕陶器はこの段階から出現してくる。

　3号住居跡出土の±師器杯（第12図20～23）は、20・22が圷C5類、21が杯F類に相当する。23

は底部のみであるが、平底気味であり、内面に放射状暗文が施されていることから熊野m期（古相：8

世紀1／4期末葉～中頃、新相：8世紀中頃～3／4期）以降にみられる暗暗圷B類に相当する。杯F類は

口径が大きく深身で平底気味を呈し、体部と底部がヘラ削り調整による。熊野IV期（8世紀4／4期を中

心とした時期）に出現するとされるが、21は口径が他と比べて大差なく、口縁部が外反気味に開く点で

新しい様相を呈していることから、20・22と共伴関係にあっても良いと思われる。

　須恵器杯（第12図1～9）は、末野産を主体に南比企産も若干含まれるが、底部はすべて未調整であ

る。深身で口縁部が外反し、底径が口径の1／2以下になるものもみられるようになり、土師器甕（第12

図24）の口縁部が完全な「コ」の字を呈することと併せて熊野VI期古相的な様相も窺える。

　以上のことをまとめると、3号住居跡は土師器圷が9世紀前半に位置づけられるが、やや新相を呈す

る須恵器圷や土師器甕の存在も考慮して9世紀前半から中頃にかけての時期とする。

　4号住居跡では、土師器圷（第14図9～11）は9が杯F類、10・11は圷C4類に相当する。杯C4

類は「腰の位置が更に下がり、底部は平底に近づ」き、「口縁から体部は内轡気味に開く」タイプとされ、

熊野皿期盛相に出現するがIV期が主体になるとされている。よって、土師器杯は熊野IV期に格面する。

　須恵器圷（第14図3～7）は末野産の他に南比企産も若干含まれている。いずれも厚手の作りで口縁

部はほぼ直線的であり、底径がロ径の1／2以上となる。底部は未調整のものと再調整のもの（回転糸切

り後外周ヘラ削り）が含まれる。また、土師器甕（第14図12～18）は、口縁部が「く」の字を呈する

ものと「コ」の字に近いものが混在することから、土師器圷同様、熊野IV期に相当する。よって、4号

住居跡は8世紀末頃を中心とした時期に位置づけられる。

　5号住居跡は、土師器圷（第16図26～31）のうち、26・27が杯F類でも適しい段階、28・29がC

5類に相当する。30・31は破片であるため定かではないが、暗文房B類でも深紅の2類に相当すると

思われる。ただし、体部の調整がヘラ削りではなく、指頭圧痕であるのは新しい要素といえる。
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　須恵器杯（第16図2～11）は末野産の他に南比企産も若干みられる。ロ縁部はやや外反するものもみ

られるが、内湾ないしほぼ直線的に立ち上がるものが主体となる。底径は口径より1／2ないしそれ以上

となる。底部は未調整が多いが、南比企産で再調整（回転糸切り後外周ヘラ削り）のものも一点だけみ

られた。土師器甕は口縁部形態のわかるものは検出されていない。また、灰粘陶器長頸瓶（第16図23～

25）が検出されているが、破片であり、他の出土遺物との時期関係からみて流れ込みの可能性が高い。

　5号住居跡は土師器圷が熊野V期的な様相を示すが、須恵器圷にはやや古い面も残ることから、両者

の存在を考慮して8世紀末頃から9世紀初頭にかけての時期とする。

　6号住居跡は土師器甕（第17図1）一点のみであるため、時期の特定が難しい。口縁部が「く」の字

を呈するが、やや「コ」の字に近くなっていることから、8世紀末頃を中心とした時期としか言えない。

　7号住居跡では、土師器杯（第20図32～43）は暗文の施されたものが多く検出された。匹婦にバラエ

ティがあるが、破片も含めすべてB2類に相当する。暗文のない杯では、33・35が圷C5類に相当する。

　須恵器圷（第20図2～24）も多数検出された。産地は末野産の他に南比企産が若干含まれており、

群馬産の可能性があるものもみられた。ロ縁部は外反するもの、内湾気味に立ち上がるもの、ほぼ直線

的なものなど様々である。底径は口径より1／2以上となる。底部は群馬産と思われるもの以外すべて未

調整である。なお、8～10は法量及びその財形から流れ込みと思われる。土師器甕（第20図44・45・

第21図46～57）は、小型のものも含めてロ縁部が「く」の字を呈するものと「コ」の字に近いものの

二者がほぼ定量で検出されている。

　7号住居跡は土師器及び須恵器の圷が熊野V期に相当するものが多いが、土師器甕の口縁部形態が二

通りあることを考慮して、8世紀末頃から9世紀初頭にかけ七の時期とする。

　8号住居跡では、土師器杯（第23図19～25）が比較的多く検出された。19～21は圷C6類、22・

23・25は圷C7類、24は圷C5類にそれぞれ相当すると思われるが、判別が難しい。圷C6類は、「平

底風の底部から体部～口縁部にかけてS字状に緩やかに屈曲する」タイプであり、圷C5類とともに熊

野V期に出現する。そして、熊野V醐新選段階では体部の開きが大きくなり、S封状の屈曲が弱まると

されている。19～21はその特徴に当てはまることから、熊野VI三新相段階のものといえる。

　須恵器圷（第23図4～17）は、ほぼ末野産で占められる。口縁部が外反するものとほぼ直線的なも

のがあり、前者では小型化したものもみられるようになる。底部はすべて未調整であるが、底径は口径

より1／2以下となるものや1／2以上となるものなど様々である。土師器甕（第23図26・27）は、ともに

口縁部が完全な「コ」の字を呈している。

　8号住居跡は土師器杯が熊野W期空相段階に相当し、須恵器杯は一部に古い様相を呈するものもみら

れるが、主体となるものは土師器圷とほぼ同時期とみて良いことから、9世紀中頃を中心とした時期に

位置づけられる。

　次に土坑について述べる。土坑からは土師器杯が検出されていないが、須恵器杯や土師器甕などが検

出されていることから、これらの器種で時期を求めることができる。

　7号土坑は、須恵器圷（第31図1）と土師器甕（3）が検出されている。須恵器杯は南比企産であり、

器高が低く、皆皆が14縢と大きい。口縁部は直線的で、底部は再調整（回転糸切り後外周ヘラ削り）が

施されている。南比企産須恵器の年代について論じた渡辺　一氏の編年（渡辺1990）に照らし合わせ
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ると、本土坑出土の杯はH：工期前半（8世紀中頃）に相当する。土師器甕は口縁部が「く」の字を呈す

るが、全体的に間延びした感が見受けられる。「コ」の字直前段階にみられる「く」の字よりも古座を

呈していることから、須恵器圷と共伴関係にあってもおかしくない。よって、7号土坑は8世紀中頃を

中心とした時期に位置づけることができる。

　13号土坑は、須恵器高台島守（第32図1・2）から時期を求めることができる。須恵器高台付椀は酸

化焔焼成によるものであり、口縁部が大きく外反し、「 ﾌ部の開きが大きいことから10世紀前半のものと

思われる。また、この他に土師器鉢（第32図4）が検出されているが、厚手の作りで調整技法や客土か

らみて2号住居跡出土の土師器甕に酷似している。よって、13号土坑はユ0世紀前半に位置づけられる。

　14号土坑は、土師器甕（第32図1）一点のみであるが、厚手の作りでロ縁部が短く、「コ」の字が崩

れて退化的な様相を呈することから、2号住居跡及び13号土坑同様、10世紀前半と思われる。

　次に奈良・平安時代の遺構で時期の特定できないものについて考察する。該当する遺構は、1・2号

掘立柱建歯跡と1・3～6号土坑である。これらの遺構は、集落跡の存続期間内に存在していたことは

ほぼ間違いないと思われることから、周辺の遺構との配置関係や軸などから時期を推測してみたい。

　1号掘立柱建物跡は、その位置をみると5号住居跡のすぐ北側に隣接している。5号住居跡とは約1

mしか離れていないことから、両者が併存していたとは考えづらい。5号住居跡は8世紀末から9世紀

初頭にかけての時期であることから、まずこの段階を除くことができる。そして、本建物跡はほぼ真北

方向を向くが、1号住居跡とは明らかに軸が異なることから、9世紀中頃から後半にかけての時期も該

当しない。これらの時期を除くとなると、ピット1から出土した須恵器圷（第24図1）が活きてくる。

底部のみの検出であるため時期が特定できなかったが、未調整で小型化している特徴を加味すると、本

建物跡は9世紀前半から中頃にかけての時期と推測される。同時期の住居跡には3・8号住居跡がある

が、これらの住居跡とは軸が合うこととなり、矛盾が生じない。

　以上のことから、本建物跡は9世紀前半から中頃までの時期に位置づけたい。ただし、下限について

は1号住居跡とは軸が異なることから、1号住居跡以前の中頃段階までとする。

　2号掘立柱建物跡は、第2区北西端に位置し、4・8号住居跡に囲まれた状態となっている。本建物

跡のすぐ南側には4号住居跡が位置しているが、その距離は約1rnと非常に近いことから両者が併存し

ていたことは考えにくい。4号住居跡は8世紀豊頃を中心とした時期であることから、まずこの段階が

該当しないこととなる。次に軸をみると、本建物跡はやや北西に軸が傾いている。本建物跡は目安とな

る遺物がないことから、軸の合う遺構から時期を想定するしかない。本建物跡も1号建物跡同様、1号

住居跡とは軸が明らかに異なることから9世紀中頃から後半にかけての時期は該当しない。軸の合う遺

構としては、近隣に位置する7・8号住居跡や第2区東端に位置する2号住居跡などがある。よって、

本建物跡はこれらの遺構の時期、つまり8世紀末頃～9世紀初頭、9世紀中頃、10世紀前半のいずれか

の時期に属するとしか言えない。

　土坑は1号土坑以外すべて1号掘立柱建物跡の西側に位置し、建物跡に関連する可能性があることか

ら1号建物跡と同じ時期に位置づけたい。1号土坑は6号住居跡の南東に隣接して位置しているが、重

複関係がなく、出土遺物も須恵器甕が検出されているもののすべて破片であることから、時期の特定は

困難である。よって、1号土坑に関しては不明と言わざるを得ない。
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　以上、長々と説明してきたが、上記をまとめるとA区集落跡の変遷は次のとおりとなる。なお、O

が付くものはあくまでも推測であるため、複数時期に表示することとなった。

　8世紀中頃中心　　　　　　　　：7号土坑

　8世紀末頃中心　　　　　　　　：4・6号住居跡

　8世紀末頃～9世紀初頭　　　：5・7号住居跡、（2号掘立柱建引跡）

　9世紀前半～申頃　　　　　　：3号住居跡、G号掘立柱建物跡）、（3～6号土坑）

　9世紀中頃中心　　　　　　　：8号住居跡、（1・2号掘立柱建物跡）、（3～6号土坑）

　9世紀中頃～後半　　　　　　　：1号住居跡

　10世紀前半　　　　　　　　　：2号住居跡、13・14号土坑、（2号掘立柱建物跡）

　現時点で集落跡の上限となるのは、8世紀中頃である。ただし、検出された遺構は土坑のみであり、

同段階の住居跡が存在するかは不明と言わざるを得ない。次段階の8世紀後半の遺構が検出されていな

いことを考慮すると、むしろ上限は8世紀末頃とみた方がいいかもしれない。下限は2号住居跡や13・

！4号土坑の存在から10世紀前半となる。2号住居跡の箇所でも述べたが、B区からも同時期の住居跡

が6軒検出されており、A・B区併せて本遺跡の律令期集落跡では同段階の住居跡が最も多く検出され

ている。これらの住居跡はすべて同時期なのか、あるいは羽釜⑳有無に伴い時期差があるのかは現時点

では不明であるが、いずれにしても下限は10世紀前半でも羽釜出現期段階を前後する時期といえる。

　以上のように、集落跡は小規模ながらもほぼ絶えることなく営まれるが、9世紀後半から10世紀初

頭にかけての段階のみ空白期間となる。ただ同段階に相当すると思われる遺物は、若干ではあるが検出

されている。該当するのは、7号住居跡で流れ込みと判断した須恵器圷（第20図8～10）、8号土坑に

伴うか否か不明の須恵器高台付椀（第31図1）、ピット35出土の須恵器高台付帯（第32図1）などで

ある。これらの存在から単に住居跡が確認されていないだけの可能性も考えられるが、同段階に相当す

る遺物の僅少さは明らかであり、集落跡が営まれていたとは考えづらい。この空白期間については、こ

れを埋める要素として周辺遺跡との関係から興味深い成果を得ることができたので、次節で述べること

とする。

周辺遺跡との関係について

　律令期の集落：跡は冒頭及び第H章でも述べたとおり、本遺跡をはじめ周辺に多数所在し、主に古墳時

代後期から平安時代まで連綿と続くものが多い。紙数に限りもあるためすべての集落跡について触れら

れないが、ここでは最も近隣に位置する三遺跡（樋の上遺跡、三ヶ尻遺跡、生駒裏遺跡）の集落跡につ

いてその概要を述べ、前述の空白期間についてある見解を述べたい。

　樋の上遺跡は、拾六間後遺跡の南東約0．5krnに位置する。拾六間後遺跡とはかなり近い距離にあるが、

櫛引台地下の自然堤防上に立地していることから立地条件が異なる。また、かつて樋の上遺跡南西の自

然堤防上に「上辻・下辻遺跡」（熊谷市教委1984）（埼埋文1983）と呼称した遺跡があったが、平成8

年度に行った遺跡地図整備の際、その内容について検討した結果、樋の上遺跡と同一の遺跡と判断され

たため、現在は樋の上遺跡に包括された形となっている。

　樋の上遺跡は、上記の「上辻・下辻遣跡」も含めるとこれまでに計9回の発掘調査が行われている

（熊谷市教委1984・1985）（埼埋文1983・1986・1998）。詳細についてはここでは触れないが、検出
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された遺構は住居跡や掘立柱建物跡、溝跡などであり、このうち住居数は合計100軒以上にものぼる。

時期は7世紀中頃を出現期として、以後途切れることなく羽釜やロクロ土師器を伴う10世紀中頃段階ま

で続いており、非常に長い期間に亘って営まれた集落跡であることが明らかとなっている。

　三ヶ尻遺跡は拾六間後遺跡の南西約1．5Kmに位置しており、櫛引台地でも荒川寄りの東端縁辺部に立

地している。これまでに計5回の発掘調査が実施されており、検出された遺構には住居跡、掘立柱建雨

跡、溝跡、土坑などがある（熊谷市教委2002・2003）（熊谷市三ヶ尻遺調会1999）（埼埋文1983・

1984）。時期は6世紀末頃から三〇世紀初頭段階までと幅広い。調査地点が点々としていることから時代

及び時期別に集落跡の具体的な広がりを把握することは難しいが、三ヶ尻遺跡の集落跡は樋の上遺跡よ

りもさらに古い段階から出現し、以後長期間に亘って営まれていたことが確認されている。

　上記の二遺跡は、古墳時代後期から平安時代まで途切れることなく集落跡が続いており、検出された

住居数と広大な遺跡範囲から想定すると、大規模集落であったことは間違いない。それに対し、次に述

べる籠虚心遺跡は上記の二遺跡とは異なり、周辺遺跡の中では特異な様相を呈している。

　籠原裏遺跡は拾六間後遺跡の北東約1Klnに所在し、櫛引台地東端縁辺部に立地する。籠原裏遺跡では

昭和61年度から計5回に亘って発掘調査が実施されており、律令期の遺構として住居跡や掘立柱建物跡、

柵旧跡、溝跡、土坑などが検出されている（熊谷市教委2004）。籠原裏遺跡が周辺遺跡と比べて特異な

のは、その時期についてである。油鼠裏遺跡では遺構のみならず遺構外からも大量の土器が検出されて

いるが、律令期に該当する土器はすべて9世紀後半から10世紀初頭段階までのものに限定されており、

拾六間後遺跡ではほとんどみられなかった9世紀後半以降に急増する須恵器高台付椀や皿などが大量に

検出されているのである。つまり、籠玉壷遺跡の律令期集落跡は、9世紀後半から10世紀初頭段階まで

の一時期に限定される短期集落跡なのである。

　以上のことを勘案すると、拾六間後遺跡における空白期間が氷解する。つまり、拾六間後遺跡で空白

期間となる9世紀後半から10世紀初頭にかけての段階のみ集落跡を一時的に西原裏遺跡に移した可能性

が考えられるのである。両遺跡はともに櫛引台地東端縁辺部に立地し、距離も約1Kmと近い。また、集

落規模も樋の上遺跡や三ヶ尻遺跡に比べると大規模とは言えず、ともに小規模と言える点で共通性を持

つ。移住の理由については、周辺地域一帯が関東造盆地運動に伴う地盤の沈降や河川の氾濫などの影響

を受けていることからそれが原因とも考えられるが、隣接する樋の上遺跡では同段階においても集落跡

が引き続き営まれていたことを考慮すると、必ずしもそれだけが原因とは思えない。この点に関しては

明確な根拠を示すことは難しいが、9世紀後半から10世紀初頭段階にかけて集落跡が一時的に移動した

ことを想定することで拾六間後遺跡における空白期間が埋まることから、ここではその可能性があるこ

とを指摘して本稿の律令期集落跡のまとめとしたい。

　最後に本遺跡では律令期だけでなく、他時代の遺構・遺物も検出されていることから若干触れておく。

　まず、中世について。今回の調査で確実に中世段階といえる遺構は、火葬跡1基のみである。しかし、

B区では中世段階と思われる土坑が多数検出されている。現時点では正確な数は把握できていないが、

おびただしい数の土坑が重複関係を持ちながら分布しているのが確認されている。ただ中世段階につい

ては、今回検出された火葬跡も含めて中世の遺構が遺跡範囲内でも東側に集中して分布する傾向にある

こと以外に明らかとなったことはなく、一実状については不明と言わざるを得ない。
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　近世の遺構は、土坑2基（9・10号土坑）のみである。近世段階についても、現時点では2基の土坑

が遺物の出土状況から廃棄遺構であること以外に明らかとなったことはない。

　なお、本遺跡で検出された土坑で時期が特定できず、覆土に礫を含むもの（2・8・U・12・15・

16号土坑）があるが、これらの特徴を有する土坑は周辺遺跡においても類例がみられる。籠原裏遺跡で

検出された土坑では、礫に混じって中・近世の遺物が混在して検出されている。土坑の性格及び用途に

ついては不明であるが、類例を基にすれば本遺跡の土坑も中世か近世のいずれかに属するものと思われ

る。

　中・近世段階については主に三ヶ尻方面での検出例が多いが、本遺跡がどういつだ性格を持つのか、

またこれらとどのようなつながりを持つのかについては不明と言わざるを得ない。

　最後に縄文時代について。本遺跡では遺構は検出されていないが、遺物は若干検出されている。こう

した状況は樋の上遺跡や年越裏遺跡においても当てはまることから、集落跡の未確認というわけではな

いようである。周辺には縄文時代の集落跡が確認された±ヶ尻遺跡や深谷市域に所在する遺跡がみられ

ることから、これらの遺跡からの影響と捉えておきたい。

　以上、A区の成果から現時点で明らかとなったことについて述べた。しかし、本遺跡についてはまだ

B区の成果を基に再考する余地がある。よって、次年度以降に実施予定のB区の報告を待って再度各時

代及び時期の検討を行ってみたい。
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所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 （。ノ”） （Q’”）
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文時代 ㎜ 土器・石器
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㎜　　”　　刷　　擶　　＿　　冊　　＿　　曽　　一　　一　　一　　冊　　一　　噛　　鞘　　鱒　　齢　　曽　　一　　一　　一　　P　　一　　一　　一　　一　　闇　　一　　哺　　騨　　輔　　幽　　曽
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拾六間後遺跡 集落跡 近世 土坑 2基 陶磁器・かわらけ

鉄製品・ 銅製品

古銭・ 石製品

一一一一一｝聯㎜朧繭一 一一一一一一一一一轄騰脚臼一一一一一阿一
一　　一　　＿　　開　　㎜　　＿　　膚　　隔　　門　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　幕

輔　　駒　　一　　一　　＿　　一　　＿　　＿　　一　　一　　一　　一　　一　　閉　　｝　　輔　　論　　葡　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　需　　一　　一　　襯　　楠　　一

時期不明 溝跡 7条

土坑 6基

集石 1基

ピット群
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